
 
団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

①ふれあいの村利用の児童・生徒・教職員の支援                       

■学校自然体験活動プログラムの実施に向けた支援体制の強化 

足柄ふれあいの村への県内の学校等の申し込みに関しては「神奈川県立ふれあいの村の利用等に関す

る規則」（利用の申し込み）に従って進めるとともに、学校の利用に関しては利用の申し込み段階より、

自然体験活動の企画立案に向けての支援体制を整えます。 

 

 

 

 

 

 

○公平かつ公正な利用申し込み手続きの実施 

「神奈川県立ふれあいの村の利用等に関する規則」に則り、申し込み手続きを行います。 

○『学校向け自然体験活動プログラム紹介集』の作成 

足柄ふれあいの村で提供する自然体験プログラムの紹介資料集を作成し、ふれあいの村利

用校に送付し、自然体験活動の企画立案の支援を行います。 

○『学校向け自然体験プログラム体験会』の開催 

実施できる学校向け自然体験活動プログラムの体験会を開催し、教職員に向けて、ノウハ

ウを提供すると共に、企画立案に向けての具体的なアドバイスを提供します。 

 

 

 

 

 

 

○企画立案に向けての資料送付 

利用 2ヶ月前に開催される利用説明会に向け、活動プログラム素案の作成を依頼するとと

もに、必要な資料などを送付します。 

○学校向け自然体験活動の企画立案に向けての相談支援活動の充実 

ふれあいの村スタッフの資質向上や活動プログラムの情報提供方法の改善を行い、「学校

のねらい」「教職員のおもい」を反映できる、自然体験活動の企画立案を支援します。 

○『学校向け自然体験活動企画ツール』の開発 

「学校としてのねらい」「教職員の方々のおもい」を反映した自然体験活動プログラムの

選択と、それらを「児童生徒の主体的な学び」につなげるプログラム運営方法を提案でき

るようなプログラム企画支援ツールの開発を行います。 

 

 

 

 

利用申し込み 
利用日の

属する年

度の前年

の 12 月 1

日から 

 
公平かつ公正な 

利用申し込み 

手続きの実施 

『学校向け自然体

験活動プログラム

紹介集』の作成 

『学校向け自然体

験活動プログラム

体験会』の開催 

 

 

 

自然体験活動実施に向けての企画立案 
利用日の

属する月

の 3 ヶ月

前  企画立案に向けて

の資料送付 

『学校向け自然体

験活動企画ツール』

の開発 

学校向け自然体験

活動の企画相談活

動の充実 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

 

 

 

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

 

 

 

 

 

 

○利用調整会儀の運営 

ふれあいの村を利用する学校の活動の軸となる「自主運営・自主活動」を基に、よりよい

自然体験活動を支援すべく、積極的に利用の相談に応じ、利用者間相互の調整を進めます。 

○活動プログラム相談会の実施 

自然体験活動を単なる活動体験にとどめず、より「児童生徒の自主的な学び」となるよう、

活動の展開方法や実際の運営にあたってのノウハウの提供の場を設けます。 

○「学校向け自然体験活動マニュアル」の作成 

「野外炊事でのカレーライスづくり」一つをとっても、「炊事という活動そのものを楽し

む」「仲間との共同作業を通して親睦を図る」「自然環境に負荷をかけない炊事方法を考え

る」など多様な運営方法を実施できます。多様な利用目的に想定した運営マニュアルを作

成し、自然体験活動の教育的価値を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

○スケジュールの最終調整と確認 

学校側の作成したスケジュールに漏れや抜けが無いか、他団体のスケジュールと重複が無

いかを確認し、より効果的なプログラム運営ができるよう努めます。 

○プログラム支援スタッフの手配 

活動内容によっては、ふれあいの村スタッフやサポートスタッフによるプログラム指導を

おこなうこと、専門性や特殊性の高い活動については、学校側の要望に応じ、ふれあいの

村スタッフが学校側に出向き、教職員、児童生徒やその保護者を含め、プログラム事前指

導などにもあたることなども視野に入れた支援体制を整えます。 

○ＦＡＸふれあい相談の開始 

学校側のプログラム運営によっては、児童生徒の調べ学習を重視した活動を実施するとこ

ろも少なくないと考えます。ＦＡＸを活用し、児童生徒の疑問や質問にふれあいの村スタ

ッフが直接応えられるような環境も整えます。 

 

 

 

自然体験活動運営にむけての事前準備 
利用日の

属する月

の 1 ヶ月

前  スケジュールの 

最終調整と確認 

ＦＡＸふれあい 

相談の開始 

プログラム支援 

スタッフの手配 

利用打合せ会の開催 
利用日の

属する月

の 2 ヶ月

前  利用調整会儀の 

運営 

「学校向け自然体

験活動マニュアル」

の作成 

活動プログラム 

相談の実施 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

 

 

 

 

 

 

○プログラム運営を尊重した施設運営 

学校側が事前に作成したスケジュールを前提としながらも、当日の交通状況や天候などに

よって大きくスケジュールが変わる場合もありますが、施設一丸となってフレキシブルに

対応していきます。 

○利用学校担当スタッフの配置 

活動期間中、1 名のアテンダントスタッフを配置し、教職員の方々との調整や相談、児童

生徒へ向けてのふれあいの村の利用オリエンテーションや活動の事前説明など、活動がス

ムーズに進行するようサポートにあたります。 

○ふれあいの機会演出 

ふれあいの村で活動する学校が、単に自然体験プログラムを実施するだけでなく、アット

ホームな環境の中で活動に専念できるように、ふれあいの村の運営に携わるスタッフが

様々な場面で利用者とふれあいの場面を演出します。 

 

 

 

 

 

 

○利用アンケートの実施 

ふれあいの村利用終了時にアンケートを実施し、利用に関するデータを収集するととも

に、その結果を運営に反映させます。 

○活動終了後のアンケートの実施 

学校プログラムとしての自然体験活動が終了した時点でアンケートを実施し、ふれあいの

村での実施プログラムや施設の運営などについてのアンケートを改めて実施し、施設運営

や活動支援に向けての生の声を集め、今後に反映させます。 

○実施プログラム集計とデータ化 

学校プログラムデータを集計し、今後の学校自然体験活動の貴重なデータとするともに、

今後のふれあいの村としての活動支援のあり方に反映させます。 

 

 

 

 

 

ふれあいの村での自然体験活動の実際の運営展開の支援 
利用当日 

 
プログラム運営を

尊重した施設運営 

ふれあいの 

機会演出 

利用学校担当 

スタッフの配置 

 

 

 

よりよいふれあいの村での自然体験活動に向けての取り組み 
活動終了

後 

 利用アンケートの 

実施 

実施プログラムの 

集計とデータ化 

活動終了後の 

アンケートの実施 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

■ふれあいの村としての学校向け自然体験活動プログラムの整備 

ア．自然体験活動プログラムの提供方法の見直しについて 

足柄ふれあいの村実施可能な自然体験プログラムの提供方法を「活動の内容ベースのプログラム紹介」

から「体験の効果、学びの成果をベースとしたプログラム紹介」へ切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

足柄ふれあいの村で実施される学校向け自然体験活動は、ふれあいの村およびふれあいの村の周辺エ

リアを活用して行われる、野外活動、自然・環境学習活動、文化･芸術活動などを含んだ総合的な活動

であり、ふれあいの村を利用する児童生徒一人ひとりの生きる力の基盤、成長の糧としての役割を担

うものであると考えます。 

しかしながら、その中で実施可能な自然体験活動プログラムが「活動内容」「所要時間」で整理され提

供されているようであれば、スケジュールに収まる活動を計画し、児童生徒は計画された活動にした

がった活動をするだけにとどまってしまいます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

学校がどのような「おもい」や「ねらい」をもって自然体験活動を計画し、実際にそのような活動を

考えているのか、ということに加え、ふれあいの村として「教育的価値に視点をおいた活動の運営方

法」を具体的に提示することが学校向け自然体験活動のより一層の充実につながるものと考えます。 

ふれあいの村で紹介提供する自然体験活動の見直しをはかるとともに、関東学院大学などの協力を仰

ぎながら、学校向け自然体験活動プログラムの提供方法の検討と見直しを進めていきます。 

 

        教育的価値に 

         視点をおいた 

         活動運営方法 

実施可能な 

自然活動体験（例） 

どんな活動を提供する？ 

「野外炊事／3時間～」 

 ⇒カレーライス・トン汁… 

「ウォークラリー／2時間～」 

 ⇒○○コース・△△コース… 

どんな体験を提供し、どんな運営をする？ 

『仲間との親睦を深める』 

 ⇒野外炊事なら…／野外ゲームなら… 

『チームで協力して問題を解決する』 

 ⇒ウォークラリーなら…／登山なら… 

野外ゲーム

など など 

教育活動としての 

自然体験活動 

学校としての「ねらい」 

教員の「おもい」 

児童生徒の「現状」 

野外炊事 

自然観察 

ハイキング 

クラフト 

親睦を深める

協力する 

自然理解 

挑戦する 

自主活動 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

＜プログラム紹介例 ◎：適している ○：運営方法によっては適している △：あまり適さない＞ 

 野外炊事 ハイキング クラフト 野外ゲーム 

自然に親しむ活動 ○ ◎ ◎ ○ 

野外体験を楽しむ活動 ◎ ○ ○ ○ 

仲間との親睦を図る活動 ◎ ◎ △ ◎ 

イ．自然体験活動プログラムの企画開発スタッフの育成 

自然体験活動の企画経験や指導経験の豊富な職員を、プログラム企画・立案スタッフとして養成しま

す。プログラム企画・立案スタッフは、足柄ふれあいの村だけにとどまらず、神奈川県内の類似施設

や、各地の国立少年自然の家、また、野外活動団体の協議会組織が実施する研修会や活動などに積極

的に参加し、広範な視点を持ってプログラム立案の支援にあたることができるように養成します。 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．自然体験活動プログラムの支援・サポートスタッフの育成 

自然体験活動プログラムの多くは、プログラムを指導するスタッフの指導方法や児童生徒との関わり

方などによって、活動の成果を大きく左右するものと考えます。プログラムを運営する教職員に対し

てのアドバイスや支援、活動に参加する児童生徒が活動を通して自らが学びを獲得できるようなサポ

ートをおこなえるスタッフの育成に努めます。 

支援･サポートスタッフについては、ふれあいの村内での研修などを通じて、支援・サポート技術を習

得するとともに、実際の支援サポートでの様々な経験を蓄積しながら、実際の運営展開に適した支援・

サポート体制を構築していきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画準備

段階 

学校（教員） ふれあいの村 外部機関 

相談 

助言 

提案 

研修 

参加 

情報 

収集 

 

 

 

 

実施段階 

学校 

（自然体験活動） 

ふれあいの村 

（支援･サポート） 

ふれあいの村 

（内部研修など） 

学びの

支援 

技術 

習得 

運

営

運営の

支援 

ノウハウ

活動支援や

サポートの

具体的方法

フィード

バック 

蓄積 

野外活動施設 

野外教育団体 

研修会体験会 

活動 

計画

運営 

方法
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

エ．活動の目的や目標により特化した自然体験活動プログラムの開発 

足柄ふれあいの村を基点に、周辺地域の環境資源・自然資源を活用しながら、足柄ふれあいの村

を利用する児童生徒が質の高い自然体験活動プログラムを実施できるようなパッケージプログラ

ムについても整備を進めます。 

足柄ふれあいの村の施設内で実施する体験活動はもちろんのこと、ふれあいの村周辺（広域）の

自然環境・施設・歴史文化などを活用し、活動内容はもちろん、学校からふれあいの村までの移

動工程も「学び」のエリアとしながら、多くの学校が質の高い自然体験活動プログラムを実施で

きるように整備を進め、学校に対して活動を提供します。 

 

プログラム① 丸太の森・森林体験プログラム（足柄の森でより豊かな自然体験を） 

プログラム② 道了尊～明神が岳トレッキング（より自然の中へ、より広大な景色を求めて） 

プログラム③ ＰＡＡ２１「ＳＷＩＴＣＨ」プログラム 

（足柄の森の中、アドベンチャーからはじめる、仲間づくり・クラスづくり） 

プログラム④ 森の仕事から学ぶ環境学習（森林の手入れと利活用を学べます） 

プログラム⑤ あしがらの農業・林業体験（地域交流でふれあい、協調性をはぐくみます） 

プログラム⑥ 神奈川の水源をもとめて（足柄・県西地域だから学べます） 

プログラム⑦ 足柄千年古道・足柄峠の伝説ウォーク（千年前の先人とのふれあいを感じます 

   

 

プログラム① 丸太の森・森林体験プログラム（足柄の森でより豊かな自然体験を） 

足柄ふれあいの村に隣接した南足柄市森林公園丸太の森は、森林に囲まれた自然豊かな森林公園であ

り、ふれあいの村を利用する多くの学校が野外ゲームや自然散策などで利用しています。とくに、ふ

れあいの村から徒歩で移動ができる数少ない公園施設でもあることから、ふれあいの村で実施できる

自然体験活動を補完するエリアとしてもまだまだプログラム開発の可能性を秘めてもいます。 野外

ゲームや自然観察はもちろん、森林学習や河川を利用したプログラム、よりバリエーションのある野

外炊事やナイトプログラムの展開なども今まで以上にすることができます。 

（南足柄市「足柄森林公園丸太の森」は私ども足柄グリーンサービスが指定管理を行っていることか

ら、プログラムの展開については今後積極的に南足柄市との協議を進めます。） 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

プログラム② 道了尊～明神が岳トレッキング（より自然の中へ、より広大な景色を求めて） 

ふれあいの村の近くには、開創 600 年以上の歴史をもつ道了尊最乗寺があり、古くから南足柄の人々

のみならず、全国からも多くの参拝者が訪れます。広大な境内には老杉が茂り、霊気の漲る様は歴史

と自然のおりなす神秘さを感じざるにはいられません。 

また、道了尊を経て箱根方面に登ると箱根外輪山の一角、標高 1169ｍの明神ヶ岳がそびえています。

箱根エリアはジオパークに認定されており、明神ヶ岳から眺めることのできる箱根大涌谷の噴煙は「生

きた地球」を目の当たりにすることができます。また、世界遺産にも認定された富士山を一望するこ

ともでき、ふれあいの村を起点にダイナミックな自然が体感できます。 

   

 

プログラム③ ＰＡＡ２１「ＳＷＩＴＣＨ」プログラム 

（足柄の森の中、アドベンチャーからはじめる、仲間づくり・クラスづくり） 

私ども足柄グリーンサービスでは野外教育事業部が、全国でも数少ない冒険教育／野外教育プログラ

ムの専用施設をふれあいの村に隣接するエリアに設け、「『心のスイッチ』をＯＦＦからＯＮに」を

コンセプトとした学校向け教育プログラムを実施してきました。 

冒険プログラムＳＷＩＴＣＨは、児童生徒が感じているであろう「みんなで何かやってみたいけ

どどうやったら…」という漠然とした思いや、「学びたい」「成長したい」といった潜在的な気持

ちを、構造化された野外ゲームやチーム活動などを通じて刺激しながら、児童生徒の「生きる力」

を揺り動かし、児童生徒が自分たちで学び方や成長の仕方などを自らの体験を通じて学びとって

いく活動となります。 

これまでも、ふれあいの村を利用する学校によっては日帰りプログラムや宿泊プログラムとしてご利

用をいただいておりましたが、今後、自然体験活動プログラムの企画立案の段階より関係を持たせて

いただくことができれば、より綿密なねらいのもと、活動を実施することができるとともに、参加す

る児童生徒に対して、より密度の濃い体験と学びの機会とを提供できるものと考えます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

プログラム④ 森の仕事から学ぶ環境学習 

私ども足柄グリーンサービスは平成 18 年に「ＩＳＯ１４００１」の認証を取得して以来、会社全体で

環境に配慮した事業運営を行ってきており、ふれあいの村の運営にあたっても環境に配慮した取組み

を行っていきます。また、利用者に対しても環境への配慮をメッセー

ジとして発信し、ふれあいの村での活動全般を通じ、生きた環境学習

を展開します。 

また、弊社グリーン管理部門では山域の森林管理（間伐・枝打ち）か

ら、施設や工場などの緑化整備（剪定・刈込）に至るまで自然環境を

相手とした業務を行っており、作業内で発生した剪定枝などは自社の

処理場においてウッドチップ化し（右写真）、堆肥やペレット、地面へ

の敷き均し材として活用しています。ふれあいの村内の植栽について

もウッドチップ化するともに、ふれあいの村施設内の整備にも有効的

に活用していきます。 

ふれあいの村で展開できる環境学習は周辺の自然環境を素材にすることはもちろん、ふれあいの村の

日常業務や園内の植栽など、運営そのものを環境学習の素材として学びにつなげていくこともできる

ことから、今後、関東学院大学の環境系スタッフとの連携のもと、環境に配慮した実践的な教育活動

の展開と教材としての系統化を進めます。 

・足柄ふれあいの村周辺森林の利用（森林整備［間伐・枝打ち・下草刈り］、間伐材の活用） 

・ゴミの減量化、節電や節水などのプログラム化 

・足柄ふれあいの村の生態系調査とその保全 

 

プログラム⑤ あしがらの農業・林業体験（地域交流でふれあい、協調性をはぐくみます） 

足柄グリーンサービスは、この南足柄市で 50 年間の永きにわたり地域との交流を会社の理念の一つと

して活動してきました。森林管理部門では地元の林業関係者との協力体制を構築し、温泉施設部門で

は地元農家との連携による地産地消の食事提供を展開するなど、地域との密接な関係を築きながらも、

地域の活性化につながるような仕組みを作ってきました。 

そのような地元の農業・林業者の協力を得ながら、子供たちの「社会と協調する力」を育てるための

プログラムを提案し、学校団体などの利用促進を図り、同時に地元・地域のボランティア参加を通じ

て、地域住民の利用促進も図ります。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

プログラム⑥ 神奈川の水源をもとめて（足柄・県西地域だから学べます） 

県西地域ならでの取り組みの一つとして神奈川の水をテーマとした活動を実施することができます。

ふれあいの村周辺の森林環境、水の郷 100 選にも選ばれた南足柄市、南足柄市内山地区にある県立２

１世紀の森でのより専門的な森林についての学習、神奈川の水道水となる酒匂川などを効果的に活用

するとともに、ふれあいの村での野外炊事や野外活動プログラム「プロジェクトウェット」などとあ

わせ、神奈川の水を体験から学ぶことができます。 

「神奈川の水源を求めて」プログラムの実際 

    

①伏流水と砂州

（酒匂川河口） ②県央、横浜、川崎へ？

（飯泉取水口）

⑦ 足柄の歴史を見る！

（郷土資料館）

⑧ ふれあいの村で宿泊

（足柄ふれあいの村）

⑤一目でわかる「わき水」のしくみ

（水源）

③なぜ地獄池？

（清左衛門地獄池）

④なぜこの地に開山？

（大雄山最乗寺）

⑥ 食事しながら森林浴

（丸太の森）

県立21世紀の森

 

1日目 2日目

午前

09：30

10：00

学校出発

神奈川水源の里・探訪

①取水口 ②清左衛門地獄池 ③水源

午前

09：00

09：30

ふれあいの村出発

21世紀の森集合

林間観察プログラム

①森林館、木工館 ②天然の森観察

③「自然の森チャレンジコース」

昼食 持参弁当・丸太の森バーベキュー 昼食 手配弁当

午後

16：00

引き続き、神奈川水源の里・探訪

探訪終了～ふれあいの村へ（徒歩10分）

午後

15：00

引き続き、林間プログラム

プログラム終了～21世紀の森出発（学校へ）

夜 キャンドルファイヤー （ふれあいの村 泊）
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

プログラム⑦ 足柄千年古道・足柄峠の伝説ウォーク（千年前の先人とのふれあいを感じます） 

足柄ふれあいの村周辺には、その昔、南足柄から明神ヶ岳を越えて箱根に湯治や行商に使った古道が

あります。 

また、その北側には、南足柄から足柄峠を越えて静岡県駿河小山へ抜ける矢倉沢往還（足柄道）とい

う古道があり、南足柄市と小山町では、「足柄千年古道を歩く」という、古道の保全と観光・活性化を

目的とした活動を行っています。 

豊かな自然の中を散策し、富士山の眺望の良い足柄峠に至るコース、足柄古道～金太郎あそび石～金

太郎自然園コースなど、テーマを持った散策プログラムを提供します。 

 

   

大雄山駅

小
田
急

開成駅

東名高速道路

大井松田IC

国道246号線

御
殿
場
線

酒
匂
川

狩
川

国
道
２
５
５
号
線

富士フィルム前駅

県道78号線

←至名古屋

至東京→

森林公園
丸太の森

足柄ふれあい
の村

県立21世紀
の森

PAA21ﾛｰﾌﾟｽｺｰｽ

足柄グリーン
サービス本社

おんり～ゆ～
（温泉）

南足柄市
運動公園

アサヒビール
神奈川工場」

花咲く里山

道了尊最乗寺

南足柄市広町
パークゴルフ場

新松田駅

足柄峠

←至小山、足柄駅

足柄千年古道
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

■教職員を対象とした自然体験活動プログラム研修会の開催 

「教育のプロフェッショナル」としての教職員の方々の経験と、「自然体験・野外活動のプロフェショ

ナル」としての私たちのノウハウのコラボレーションの場を設け、これからの自然体験活動の充実を

図ります。 

足柄ふれあいの村で、より効果的な活動が行えるようにするのは、児童・生徒を引率する教職員の自

然体験活動への知識や理解が必要であり、自然体験活動やふれあい活動が広く子どもたちの「生きる

力」を育むために有効であるということはすでに周知のことです。しかしながら、自然体験活動の多

くは非日常的な活動ということもあり、たとえば「炊事の火おこし」一つをとっても、これらの活動

を充分に扱いきれていないことや、現在では一般的ではなくなった古い手法や誤ったやり方で指導を

されていることも少なくありません。 

まずは、教職員の方々に自然体験活動そのものを体験していただくと共に、その活動の裏づけとなる

教育的価値の理解をしてもらうことが重要であると考えます。ふれあいの村を利用する教職員の方々

に自然体験活動そのものを体感していただきながら、児童・生徒が自然の中でいかに生きる力を育む

のかを考え、学校運営やクラス経営に活用してもらえることができればと考えます。 

 

＜教職員を対象とした自然体験活動プログラム体験会（スケジュール例）＞ 

 1 日目 2 日目 

午前 ○オープニング／入村式 

   

○「あそび」プログラムの体験 

野外ゲーム   

○朝食 

○清掃 

○選択プログラム 

 「つくる」 クラフト系プログラム 

「まなぶ」 自然観察系プログラム 

午後 ○「あるく」プログラムの体験 

  施設内での野外活動 

○「たべる」プログラムの体験 

  野外炊事の体験 

○まとめ／情報交換 

 「ねらい」を持った自然体験活動の展

開について 

○クロージング／退村式 

夜間 ○ナイトプログラムの体験 

  施設内での夜間プログラムの体験 

○情報交換 

   

※各活動のスタンダードとなるような活

動を体験してもらいながら、それぞれ

の活動を通じ、チームづくり・チーム

ワークを「ねらい」とした運営を実施 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

②いじめ・不登校等の教育課題の自然体験活動事業                       

いじめ・不登校等の教育課題に対しては、自然の中での様々な体験活動を通して、児童生徒の豊かな

人間性や社会性を育むことが自然体験活動事業としてアプローチできることではないかと考えます。 

特に小学校期における自然体験活動事業は人間性や社会性をはぐくむだけでなく、活動を通して適切

な人間関係の構築する体験にもつながり、いじめ・不登校などの教育課題にとって効果のある活動と

なり、活動を体験した児童生徒にとっても「キャンプ活動を楽しんでいるうちに、自分自身のことに

自信をもつこと、相手のことを思いやることができるようになった」ことを自らの体験を通じて体験･

体感できるようになるのではないかと考えます。 

自然体験活動で体験できる行為 自然体験活動を通して得られる効果 

物事を成し遂げる、完成･成功させる 達成感・成就感・自分に対する自信・向上心 

生活の工夫、生活技術の向上、安全な活動 生きる力・生き抜く力 

小グループでの活動体験、生活体験 自主性・協調性・社会性・自他の分離 

はじめての体験 新たな一歩を踏み出す・新しい自分の発見 

ソロ活動、個人チャレンジ 不安や心配を乗り越える 

 

また、私たち足柄グリーンサービスが 18 年間続けてきたＳＷＩＴＣＨプログラムでは、さまざまなチ

ャレンジ活動に 10 数名のチームで取り組みながら、活動の中で起こる様々なアドベンチャーの要素

（「冒険的要素のある活動そのものに取り組むこと」＋「冒険的活動に取り組もうとする際に心の中で

起こる心配や不安などに向き合うこと」）を利用したプログラムを数多く運営してきました。 

「お互いが仲間を尊重しあい、安心して心を開くことができる環境をつくりだすこと」、「自己を見つ

め、感じたことを素直に表現しながら自分の知らなかった自分に気づき、豊かな心を育てること」な

どを活動の背景に小学生から成人に至るまで実践してきたノウハウの蓄積は他には無い独自のもので

あると自負しております。 

その一方でいじめ・不登校等の教育課題に焦点を絞った自然体験活動プログラムの企画運営について

の経験は浅く、事業化に向けては県教育委員会や関東学院大学など行政機関や外部専門家との連携や

協力の中で調査研究を進め、モデル事業の実施運営などを行いながら、今日的課題に特化した自然体

験プログラムの確立を目指していきます。 

 ・いじめ･不登校等に特化した自然体験活動についてのアンケート調査の実施と分析 

   関東学院大学との連携の下、アンケート調査方法の策定、調査の実施、分析を行います。 

 ・アンケート結果を踏まえてのヒアリング 

   教育委員会や現役教員、ＰＴＡ関係者・大学教授・臨床心理士・教員ＯＢなど学識経験者を 

むかえたワーキングループを作成し、自然体験活動プログラムからのアプローチによるいじ 

め・不登校等へのヒアリングを実施します。 

 ・いじめ･不登校等の教育課題に特化したモデル事業を実施 

ワーキンググループでの検討などを踏まえた、モデル事業を定期的に開催し、プログラムの 

検証を行います。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

③地域指導者、ボランティア育成の事業                            

■地域指導者、ボランティアについての考え方 

足柄ふれあいの村で地域指導者やボランティア活動を希望する者については「足柄ふれあいの村サポ

ーター」（仮称）として組織化し、広く利用者の自然体験活動の支援を行うことにより活動・活躍の場

を設けます。 

学校団体をはじめ、ふれあいの村利用者の活動は原則として「自主運営・自主活動」が基本となりま

すが、今後の自然体験活動プログラムの充実を考えると活動の支援に携わることのできる人的な資源

は活動の成果や効果を考える上で最も重要視されるものであり、ふれあいの村での自然体験活動を充

実させていくためにも整備が急がれるものであると考えます。 

そこで、足柄ふれあいの村の活動に携わっていただける地域指導者やボランティアを「足柄ふれあい

の村サポーター」として組織化し、学校団体をはじめ、多様な自然体験活動の支援にあたります。支

援にあたっては、指導内容や対象範囲を定めるなかで、自然体験活動の質の向上に努めます。 

 

 サポーターとしての役割 認定にあたってのガイドライン 

ふれあいの村 

サポーター 

Ａ認定 

足柄ふれあいの村で実施する、基本的な自

然体験活動について、適切な指導助言がで

きる。 

また、特定の活動においては、その専門性

をもってふれあいの村職員に代わり指導

を行うことや活動の講師として指導にあ

たることができる。 

ふれあいの村サポーター養成講座を修了

した者、または相応の活動技術を有すると

ともに、特定の活動においては一定以上の

専門性を有し、専門性を生かした指導経験

を持つ者 

 

ふれあいの村

サポーター 

Ｂ認定 

足柄ふれあいの村で実施する、基本的な自

然体験活動について、適切な指導助言がで

きる。 

ふれあいの村サポーター養成講座を修了

した者、または相応の活動技術を有するこ

と 

ふれあいの村 

サポーター 

Ｃ認定 

 

ふれあいの村職員、ふれあいの村サポータ

ーＡ認定又はＢ認定のアシスタントとし

て、ふれあいの村で実施する、基本的な自

然体験活動のサポートができる。 

ふれあいの村サポーター養成講座を受講

中の者 

ふれあいの村 

サポーター 

Ｄ認定 

ふれあいの村職員と共に、基本的な自然体

験活動のお手伝いができる 

 

■地域指導者、ボランティアの育成について 

全 6 回シリーズとなる足柄ふれあいの村サポーター養成講座を実施し、サポーターの確保と質の向上

に努めます。 

ふれあいの村で実施される基本的な自然体験活動の技術を身につけ、多様な場面で即戦力となる人材

の育成と確保を行います。 

67/151



 
団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

 

 テーマ 主な内容 

第 1回 自然体験活動の基本 
ふれあいの村サポーター論／サポーターとしてのあり方 

野外炊事（火おこし～調理～片付け） 

第 2回 救急法・安全管理 
自然体験活動中の安全管理 

救急法（基本的な応急手当・心配蘇生法） 

第 3回 アウトドアゲーム 
野外レクリエーションゲームからイニシアティブゲームの体験

とその指導法 

第 4回 森林活動 
森林についての基本知識 

自然観察の基本／自然材を使ったクラフト 

第 5回 登山・ハイキング 
地図の読み方、コンパスの使い方 

登山ハイキング中の安全管理 

第 6回 指導実習 
ふれあいの村で実施するイベント内の１コーナーを担当 

実際の参加者を対象にプログラムを指導する 

※全 6回の講習を終了することで「ふれあいの村サポーターＢ認定」を取得ができます。 

※講習会の費用にあたっては 1 回の活動にあたり食費・宿泊費・保険代・活動資料代等の実費負担相

当で行うこととします。 

 

■地域指導者、ボランティアの活用について 

ふれあいの村サポーターとしての活躍の場を積極的に設け、学校や団体などがより充実した自然体験

活動を展開できるような機会を提供します。 

・ふれあいの村サポーターのコーディネートについて 

ふれあいの村サポーターをコーディネートする担当職員を配置し、利用者とサポーターとの橋渡しを

行います。 

・ふれあいの村サポーターの受入体制の整備 

ふれあいの村サポーターを受け入れるにあたっては、「食費（実費）」「交通費（実費）」「宿泊費用（実

費）」「保険代」を、ふれあいの村として用意した上で様々な自然体験活動に携わってもらうこととし

ます。なお、ふれあいサポーターＡ認定の方が講師・専門指導者として自然体験活動に携わった場合

には、内容に応じた謝金を支払うこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

学校 ふれあいの村 

コーディネーター 

サポーター 
①相談 ②依頼

③受入 ④回答 
運 

営 

⑥指導・支援 

⑤助言 

 提案 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

④ 不登校対策自然体験活動事業の実施について                       

■不登校対策自然体験活動事業の取り組みについて 

［神奈川県の取組み］ 

 文部科学省の定義では、「不登校とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景

により児童・生徒が登校しない、あるいはしたくてもできない状況にあること（ただし、病気や経済

的な理由によるものを除く）」とあります。神奈川県においても、長期欠席者の中で、不登校児童・生

徒数が平成 21 年度から減少傾向にあり、スクールカウンセラーの配置やスクールソーシャルワーカー

の派遣等、様々な取り組みにより徐々に不登校児童・生徒数は、9,000 人を切るまでに至っております。 

 そのスクールカウンセラーの配置やスクールソーシャルワーカーの派遣等の不登校の未然防止、早期

発見早期対応の取り組みと対症療法的な取り組みとしての不登校対策自然体験活動事業の両輪が上手

くかみ合う事が不登校対策の効果的な取り組みになると考えております。 

 

 

［足柄グリーンサービスの不登校対策への基本理念］ 

 足柄グリーンサービスでは、これまで神奈川県（足柄ふれあいの村）が取り組んできた不登校対策事

業を継承しつつ、不登校児童・生徒が生き生きとした日常生活を取り戻す為に、当社がもつソフト力

（自然体験活動展開力、ファシリテート力）と関東学院大学の専門的、広範な人材の活用により児童・

生徒誰もが持つ「生きる力」を動かし（揺さぶる）ます。その結果、一人でも多く新しい自分の発見

や自信を取り戻すことを目指し、学校復帰や社会復帰への橋渡しを行います。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

                  DO-やってみる 

 

 

 

 PLAN-次の行動を考える                    LOOK-今の自分をみてみる 

 

 

 

                  THINK-今の自分の状況を考えてみる 

ア 私たちが考える現在の足柄ふれあいの村が行う不登校対策自然対策事業の現状 

（１）キャンプ参加児童・生徒実人数 

 平成 26 年度神奈川県不登校対策自然体験活動事業報告書（以下「報告書」という。）によると事業に

参加した児童・生徒の実人数は、125 人でした。平成 25 年度の不登校児童・生徒の神奈川県の総数は、

8,998 人（平成 25 年度神奈川県児童・生徒の問題行動等調査より）です。年度は違うにしても、神奈

川県の不登校児童・生徒の約 1.4％が事業に参加したことになります。 

 

（２）学校等復帰率 

 当事業に参加児童・生徒が、事業参加後にどの程度、改善が図られていたのか。報告書によると、多

くの児童・生徒に学校へ目を向けるようになったなど改善が図られたことがわかります。このことか

ら、事業自体の実施効果はあるものと思われます。 

 

 

 

 
児童生徒・保護者 

足柄グリーンサービス＋関東学院大学 

県・市教育委員会 

（総合教育センター、学

校、教育支援センター

等） 

協力団体（現在の事
業協力団体等） 

医療・福祉機関 

 

体 験

 

指 摘 

  

分 析

 

概 念 化 
足柄グリーンサービス

＋ 
関東学院大学 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

（３）プログラム内容 

 事業案内から、実施会場は、足柄ふれあいの村を中心に愛川、三浦の各ふれあいの村を活動拠点とし

て県内各所で特徴ある活動を行っています。日帰りは、誰でも気軽に参加できるどちらかといえば、

レジャーに近い活動となり、泊数が長くなるにつれ、チャレンジ性の高い活動となっています。報告

書では、日帰りや１泊などの比較的ライトなキャンプの重要性を分析しています。 

足柄ふれあいの村スタッフだけでなく多くの講師陣に関わりを持つなど社会性を重視した内容とも取

れる活動も行っています。 

 

（４）支援内容 

・参加児童生徒への支援方法は、報告書では、個別支援シートを作成してスタッフ間の支援方法

の共有化をはかっているのが見受けられる。 

・保護者に対しては、事業参加時に、臨床心理士との教育相談を行う事により日常の子どもへの

接し方や今後の方針等も支援している。 

 

（５）連携団体等 

・星槎大学に関しては、スタッフの配置、心理検査の実施、キャンプサポート等多岐にわたり事

業全体をサポートされています。 

・NPO 法人神奈川県スクールカウンセラー協会は、臨床心理士の派遣（教育相談の実施及びフィ

ードバック）及び事業報告書におけるアンケートの分析を行っています。 

 

イ 私たちが考える現状への課題 

（１）キャンプ参加児童・生徒実人数について 

神奈川県の不登校児童・生徒数と事業参加者割合を高めることが不登校対策事業としての役割だと考

えます。参加者が増えることにより、自ずと不登校児童生徒の状況が改善されるものと考えます。ま

た、日帰りキャンプ、1泊キャンプ参加者の 3泊、4泊キャンプへのステップアップへの定着率がアッ

プすることにより、キャンプの効果が発揮されやすくなると考えます。キャンプを重ねることで、協

調性や自己肯定感をより大きく育む事ができるといわれている事から、日帰り、1 泊キャンプ参加者

をより多く 2泊～4泊へとチャレンジできるよう支援します。 

 

（２）学校等復帰率について 

参加児童生徒を一時も早く、学校復帰等をさせることは、保護者も学校関係者も望むところではある

とは思われますが、児童整頓状況により時間をかけなければ学校復帰が定着しにくいと思われます。

登校刺激等は慎重に行わなければならないと思いますが、事業効果を計る上では、一つの指標として

は、進学、進級時以外の復帰率（キャンプ参加期間の短縮）の分析も同時に行う事で新たな問題提起

ができるものと考えます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

（３）プログラム内容について 

神奈川県西部の自然を最大限に活用した体験活動を随所に提供するとともに、スモールステップのプ

ログラム構成と目的に応じた自然体験活動の展開力と自分自身へ向き合うことが出来るファシリテー

トする、いわゆる、ハードとソフトのバランスが取れていることでより、効果的な事業展開ができる

と考えます。 

 

（４）支援内容 

参加児童生徒については、キャンプ受入れ時の児童生徒、保護者、学校との関係等児童生徒を取り巻

く環境をきめ細かく把握し、保護者、各関係機関と支援方法について共通認識を持つことで効果的な

支援を行う事ができると考えます。 

 

（５）連携団体等 

今回、弊社では、関東学院大学とパートナーシップを足柄ふれあいの村運営全面的に行う事で、一体

となって当事業に取り組む事ができると考えます。よって、関東学院大学の豊富な人材力、高い専門

性等を幅広く提供できるものと考えます。また、現在まで、不登校対策事業をサポートしてきた諸団

体との関係についても、継続してサポートしていただけるよう取り組みます。 

 

ウ 私たちの考える不登校対策事業のゴール 

（１）行為目標 

①学校等への復帰率の向上と改善項目細分化（参加児童・生徒の改善内容を数値化して目に見え

るよう取り組む）による自然体験活動及び事業効果を発信します。 

②プログラム内容について、日帰り、1 泊⇒参加することを楽しみ、キャンプという場に慣れる 

2 泊、3泊⇒スモールチャレンジ（自分の出来る事を見つけ、自分の意思で選択することに慣れ

る）、4泊⇒自分自身と向き合うことのできる体験（『生きる力を動かす（揺さぶる）』キャンプ）

を提供します。 

③児童・生徒への支援方法について、児童・生徒へのカウンセリング（2 泊以上）を実施して、

心の状態を随時モニタリングします。また、各キャンプ実施中の児童・生徒へのふりかえり方

法を充実させ、明日への気持ちや行動の意識付けを行います。 

④国際交流（外国籍の方との交流）が不登校児童･生徒にどのように影響を及ぼすかの調査研究を

行います。 

⑤関東学院大学との連携を深め、大学生主体、教職員主体等の多彩な人材によるプログラム展開

します。 

⑥事業のフォローアップとして、中学卒業後や高校卒業後の職場体験やボランティア活動を行う

機会の提供や同窓会（仮称）を行います。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

（２）成果目標 

①キャンプ参加実人数を、一人でも多く増やす事により学校復帰や社会復帰を果たせるものと考

え、神奈川県の全不登校児童・生徒の 2％（約 200 人）からはじめ、最終年度に定員である 550

人を目指します。また、参加実人数と学校等復帰率 50％を目指します。 

②効果の高いプログラムを実施し、日帰り、1泊の参加者の 50%が 2 泊以上のキャンプにチャレン

ジする事を目指します。 

③参加児童生徒へのカウンセリングを行う事により的確に参加児童生徒の状況を把握し、常に日

常生活への再開を意識付けられるよう目指します。 

④自然体験活動の中に、国際交流を含むことで参加児童生徒のコミュニケーション能力等の向上

を目指します。 

⑤様々な体験（高校や大学等社会体験）を通して将来の自分の進む道を見出す事ができるように

支援します。 

⑥卒業後のフォローアップにより、社会への自立を促します。 

 

エ 目標を達成する為の具体的な取り組み 

（１）自然体験キャンプの企画・運営 

  ○個人参加型キャンプ（きんたろうキャンプ）の企画・運営 

・日帰りキャンプ～1 泊キャンプのプログラムには、自然体験活動を行う中で、楽しい中にも、小

さな達成感、精神的開放が得られるような活動を提供していきます。 

・1 泊 2 泊キャンプのプログラムには、自分で目標を設定できるようなプログラムを用意し、自主

性と達成感を味わえるように取り組みます。 

・3 泊から 4 泊は、プログラムの中に、肉体的精神的な困難な活動を取り入れ、その困難を乗り越

えるときの忍耐力や、達成感を味わうことで、自己肯定感、自己有用感を育む事ができるようふ

りかえりを行い、次のステップに進めるようファシリテートしていきます。 

・キャンプに外国籍のスタッフを配置できるようにします。 

・大学生等が主体となったキャンプの企画・運営を行います。 

 

  ○教育支援センター対象キャンプ（ふれあいキャンプ）の企画・運営 

・教育支援センター等対象のキャンプでは、支援センターの要望に応えていく形ではあるが、現在

では、日帰り・1泊キャンプのみとなっているが、2泊や 3泊など幅広く提案していきます。 

 

（２）教育相談業務 

・保護者へのカウンセリングはもとより、2 泊以上のキャンプ中に参加児童生徒へのカウンセリン

グを新たに取り組むことにより参加児童・生徒の気持ちのモニタリングを行います。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

（３）関係機関等との連絡調整業務 

・参加児童生徒へのキャンプでのアプローチとキャンプ時の様子などを参加児童生徒が在籍する学

校等と情報共有することで、学校等での支援に活用してもらえるように取り組みます。また、学

校等が行っている支援方法をキャンプでも行えるように緊密な関係の構築を目指します。 

・参加児童生徒の在籍校へ事業内容等の事前説明を行い、事業参加することにより学校の出席扱い

がどのようになるかの確認を行います。事業参加後は、学校長へ参加日数、実施内容等をキャン

プ実施後に送付もしくは、学校の児童生徒指導担当者と面談等を行い情報の共有化を図ります。 

 

（４）調査研究業務 

・事業効果を検証する為、アンケート調査を行います。調査対象は、児童生徒、保護者（引率者）

とし、事業参加前後及び必要に応じて行います。なお、調査、分析については、関東学院大学等

専門機関等と連携して行い、分析した結果は、報告書として作成し県内各教育機関へ情報提供を

行います。 

・国際交流体験を積極的に行い、体験が参加児童生徒にどのように及ぼすか影響等を分析し、検証

を行います。 

 

（５）県・市教育委員会及び教育支援センター（適応指導教室等）との連携業務 

・各教育委員会との緊密な関係を築き、不登校対策等の情報交換を行います。 

・各教育支援センター等へは、定期的に訪問を行い情報交換等を行うとともに、支援センター等の

独自の取り組みに協力します。 

・新たな取組みとして、学校内に設置している相談支援室等への体験活動の出張講座等を行いソー

シャルスキルと生活体験力の向上を目指します。 

 

（６）広報業務 

・教育機関（各教育委員会、県内全小・中学校、教育支援センター（適応指導教室等）、福祉機関（保

険福祉事務所、民間相談機関等）への「事業案内」の配布を年度当初、行います。 

・広く県民への周知を図るため、新聞等のメディアへの広報を強化する。個人情報への配慮を怠らな

いようにキャンプ中の取材申込等へも働きかけていきます。 

 

（７）キャンププログラム内容 

当社で展開できるプログラムの中から、キャンプの特性や参加児童生徒の状況からよりよいプログラ

ムを選択して行います。 

（実施可能なプログラム一覧＜抜粋＞） 

コミュニケーションゲーム、イニシアティブゲーム、野外炊事、ウォークラリー、自然観察、クラフ

ト等、イベント開催、日本一体験、世界一体験、マラソンウォーク、箱根駅伝ウォーク、足柄茶作り、

和太鼓、コスプレ、飛天狗（ジップライン）、楽器、写経、ソロ体験、シャワークライミング、ダンス、
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

ロッククライミング、家具作り、テニス、パークゴルフ、木像（仏像）作り、陶芸、遊具作り、洞窟

探検、壁アート、ダイビング、飼育体験、サバイバル体験、国際交流（外国籍者との交流）、オーバー

ナイトハイク、メダリスト交流、プロフェッショナル体験（職業体験）、慰問体験、命の授業（自然生

物）、ホームステイ体験、ボランティア活動 

 個人参加 ふれあい キーワード 内 容 

日 帰 り 9 回 3 回 

1 泊 2 日 7 回 4 回 
ホップ 

自然の中での活動が、リラックスできる、楽しさを

感じる事ができる活動を行う。 

2 泊 3 日 2 回  

3 泊 4 日 2 回  
ステップ 

スモールチャレンジ、選択することを覚え、その結

果を受け止める事ができ、さらに、チャレンジしよ

うという意欲を醸成させる。 

4 泊 5 日 3 回  ジャンプ 

自分自身と向き合う体験を行うことにより、「生き

る力を動かす（揺さぶる）」新しい日常生活への足

がかりをつかむ。 

※個人参加：一般公募型キャンプ 

※ふれあい：教育支援センター（適応指導教室等）対象キャンプ。教育支援センター(適応指導教室等)

の意向により泊数が変更になる事もあります。 

 

（８）スタッフの配置 

 責任者には、不登校児童・生徒を対象にしたキャンプと教育委員会や教育支援センター等への訪問経

験が 10 年以上のスタッフを配置します。また、キャンプ実施スタッフは、心理学の基礎を学びかつキ

ャンプ実施経験５年以上の職員を配置します。 

 

（９）臨床心理士、看護師等の活用 

 現在、参加児童生徒や保護者との関わりを保つ為、現在従事している臨床心理士を継続して従事して

いただくとともに、幅広く当事業の趣旨に賛同いただける臨床心理士の活用いたします。キャンプの

特性に応じて看護師等の活用も計画しています。臨床心理士の配置は、原則、キャンプ期間中とし、

参加児童・生徒及び保護者のカウンセリングとキャンプスタッフへの情報提供を行います。また、臨

床心理士は、事業の効果測定を行い、その結果を事業報告書にて県内の教育機関に情報提供します。 

 

（10）ボランティアの活用 

 年間を通して関東学院大学の学生を中心にボランティアへの参加を促します。関東学院大学には、様々

な学部があり参加児童・生徒が大学生の学ぶ様々な学習分野に触れられることで、自分の未来像を描

くことができる事を期待しています。また、関東圏の大学の教育学部や心理学部へボランティア活動

の案内等のチラシを学内の掲示板等への配下を行います。また、年に１回、不登校児童・生徒への支

援方法を専門的な講義や対応方法等の実習を行い、共通認識を持って事業運営を行います。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（2）学校教育における自然活動事業の推進に向けた考え方 

（11）弊社が行うプロジェクトアドベンチャー事業の有効活用 

本事業計画書のⅠ－１で、「私たちは、野外教育事業部の設立以来 18 年間、足柄ふれあいの村から徒

歩 10 分の、ＰＡＡ２１ロープスコースで、子供たちの自立心や協調性をはぐくむ事業を実施してきま

した（プロジェクトアドベンチャー事業）」と述べました。 

平成 12 年度より宮城県教育委員会で行なっているＭＡＰ（Miyagi Adventure Program）では、不登校

いじめ対策としてプロジェクトアドベンチャー（ＰＡ）の手法を取り入れた指導者の育成をはじめ、

様々な教育活動にプロジェクトアドベンチャージャパン（ＰＡＪ）が協力しています。 

宮城県や福島県では震災後の心のケア―や、心の復興にもＰＡが採用されています。 

 

オ 不登校対策事業にＰＡの学習手法が用いられた理由 

・フルバリューコントラクト（自己と他者は違う、お互い最大限に尊重し感情的な安全を確保する） 

・チャレンジバイチョイス（グループ目標達成に、自分の関わり方は自分で選択することを保証） 

という約束事で行う活動であることから、まずは、「こころの安全」に重点を置いた学習手法です。 

 従って、自然体験・冒険活動を楽しく行うことが前提の中で、指導者の役割は、教えたり、強いたり

するのではなく、生徒自身の主体的な学びと体験を促進するための支援を果たすことです。 

 

 こころの安全を確保しながら、自

然体験活動を進め、自己肯定感を

醸成してくというプロジェクトア

ドベンチャーの活動の進め方は、

不登校を克服しようとする児童・

生徒にとって、楽しく、受け入れ

やすいものです。 

そのことが、プロジェクトアドベ

ンチャーの手法に注目している理由であると理解しています。 

このような指導（サポート・支援）体制の実施方法で、トライ＆エラーの活動をスモールステップで

行う事で、児童生徒たちは、自己肯定感（自信の回復、あるいは必要とされているという感覚）を感

じることができるようになり、自然体験活動の中で、課題への挑戦、達成感を受容していきます。 

自然体験活動をこのような学習サイクル手法により実施し、重ねることで、生徒たちは、自立心や協

調する気持ちを持つことができるようになり、生き生きとした日常生活ができるような動機づけにな

ります。 

私たちは、不登校対策事業の自然体験キャンプにあたっては、限られた事業の中で、「児童・生徒の学

校復帰や社会的自立」「保護者の子育てに対する自身の回復」の目的に対し、最大限の効果を発揮する

ために、このような学習サイクル手法を検討し、関係機関、専門機関の指導や助言を受けながら実施

します。 

 

実体験をする

混乱・課題・
トラブル

課題解決・
ふり返り

概念形成・
一般化

目標の設定

日常化
学校生活へ

フルバリューコントラクト （全受容）
チャレンジバイチョイス（選択挑戦）

こころの安全

からをかぶったままの自分

からをやぶり、仲間意識
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組み、利用者への対応、利用料金 

（3）より多くの利用を図るために行う広報・ＰＲ活動の内容等  

① 広報・ＰＲ活動の考え方                               

足柄ふれあいの村は、県内の学校団体には、その存在、機能、概要はよく知られています。 

学校団体のみならず、県西活性化プロジェクト「未病を治す」の未病いやしの里の駅として、一般

県民や中高年の健康増進と自然体験に資する足柄ふれあいの村の広報・ＰＲを促進します。 

また、不登校対策事業の実施など、社会的課題解決に対応している施設であることも県民に知らせ

ることで、足柄ふれあいの村の存在価値を高め、より多くの利用促進を図ります。 

さらに、関東学院の様々な機関にパンフレットやチラシ等を配下することにより、幅広い利用促進を

図ります。 

 

［より多くの利用を図るために、何を広報・ＰＲするか？］ 

 

      

学校団体などの利用に対して

滞在型自然体験活動のプログラム計画に
おいて、豊富で魅力的な活動内容を組め
るようなプログラムコンテンツを紹介する

キャンプなどの活動において、周辺の自
然環境資源や地域資源を情報紹介し、変
化に富んだプログラム例を紹介する

学校の目的に対し、質の
高い活動ができることを
アピールし、より多くの利
用を図る

・遠足
・オリエンテーシン
・クラスづくり

新しい利用を促進する広報

幅広い県民層に対して、幅広い利活用（自
然体験活動、健康増進、未病を治す）がで
きる施設・地域であることを紹介する

周辺の地域資源・自然環境資源の情報を
紹介し、滞在型グリーンツーリズム地域を
ＰＲし、その拠点であることを紹介する

県が推奨する、健康増進
ウォーキングや「未病を
治す」活動ができる拠点
としての利用を図る

・未病を治す
・健康増進
・新しいライフスタイル

主催事業・イベントをお知らせ

足柄ふれあいの村で主催する事業やボラ
ンティア育成事業などを県民や周辺住民
に広く紹介する

足柄ふれあいの村で実施するイベントや
周辺施設イベント（南足柄市でのイベント
など）を紹介する

はじめての利用客に目を
向けてもらい、施設の良
さを紹介し、リピーターを
促進する

・楽しさの紹介
・施設機能の紹介
・リピーター
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組み、利用者への対応、利用料金 

（3）より多くの利用を図るために行う広報・ＰＲ活動の内容等  

② 広く一般への告知をするための広報・ＰＲ活動（広告・ＰＲ媒体について） 

ア ホームページの充実                                 

現在も開設しているように、足柄ふれあいの村ホームページを充実させます。施設の概要、プログ

ラムの案内、スタッフ紹介、イベント情報、申し込み方法、料金形態等を動画を使いわかりやすく

作成します。 

また、「未病を治す」県西活性化プロジェクトの事業拡大を核とし、足柄ふれあいの村周辺に点在

する「未病いやしの里の駅」の施設紹介や情報掲載をすることで、県西地域への滞在＝足柄ふれあ

いの村の利用促進に結びつけます。 

足柄ふれあいの村と未病いやしの里の駅とのホームページ相互リンクにより、県西地域活性化＝足

柄ふれあいの村の活性化を図ります。 

未病いやしの里の駅マップ（神奈川県作成） 

      

 

イ パンフレット                                    

足柄ふれあいの村全体の概要や利用案内のパンフレットをベースに、わかりやすい活動プログラム

の案内、利用の手引き、食堂の利用案内等のパンフレットを作成し、来園者・利用予定者に配布し

ます。 

また、周辺地域の個人や団体の地用を促進するため、南足柄市内の施設や県・足柄上地域市町村の

公共施設等に定期的に配布します。 

近隣施設の森林公園丸太の森や温泉施設「おんりーゆー」との広報・ＰＲで連携・協力し、本地域

への滞在型観光を促進するとともに、足柄ふれあいの村の利用促進を図ります。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組み、利用者への対応、利用料金 

（3）より多くの利用を図るために行う広報・ＰＲ活動の内容等  

［パンフレット作成事例］ 

    森林公園丸太の森作成「おんりーゆー連携パンフ」    おんりーゆー作成定期パンフ 

  

ウ 情報誌の発行                                    

年に 4 回程度｢ふれあいの村だより｣を発行します。その季節に園内で見られる植物や鳥などの情

報、イベント実施の報告、イベント参加者募集のご案内、足柄ふれあいの村に関するお知らせ等を

掲載し学校団体などに配布します。 

 

エ 行政広報（県のたより、南足柄市広報、横浜市広報など）                

「県のたより」に毎月 1日発行の｢県のたより｣に足柄ふれあいの村で行うイベントの参加者募集情

報を掲載します。また、「プラネット」「サイエンスサマー」への掲載希望も出します。 

毎月 1 日および 15 日発行の｢広報みなみあしがら｣に足柄ふれあいの村で行うイベントの参加者募

集情報を投稿し発信します。 

近隣市町が毎月発行している広報誌へふれあいの村で行うイベントの参加者募集情報を投稿しま

す。 

昨年度より県が促進している、「未病を治す」県西活性化プロジェクトに足柄ふれあいの村も「い

やしの里の駅」として健康増進活動プランを策定して参加し、県ホームページなどによる広報・Ｐ

Ｒの掲載量を増やし、県民利用の促進を図ります。 

 

オ 新聞・テレビ・タウン誌                               

広範囲で即効性の高い媒体として、神奈川新聞、神静民報、読売新聞、朝日新聞等のイベント情報

欄に投稿し、イベント情報などを発信し、現在の神奈川新聞掲載の「足柄ふれあいの村だより」も

継続します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組み、利用者への対応、利用料金 

（3）より多くの利用を図るために行う広報・ＰＲ活動の内容等  

また、テレビ神奈川では｢かながわウォーク｣、｢あっぱれ KANAGAWA 大行進｣などで足柄ふれあいの

村を紹介していただきます。 

ケーブルテレビ、ジェイコム小田原の「デイリー小田原」などで足柄ふれあいの村のイベントを紹

介していただきます。 

タウン誌では、県内ネットワークが豊富で情報量の多い「タウンニュース社」と連携し、イベント

情報などを紹介します。 

 

③その他、個別の広報・ＰＲ                               

温泉施設「おんりーゆー」が現在使用している広報・ＰＲ媒体を有効に活用します。 

「おんりーゆー」は、自然豊かな環境で、のんびり過ごし心身ともにリフレッシュし、健康増進す

る目的での利用者が多くいます。 

私たちが目指す、足柄ふれあいの村の新たな利用（未病を治す、健康増進）と、おんりーゆーの事

業コンセプトは、重なる部分も多く、広報・ＰＲも協力し合うことで、大きな相乗効果が生まれる

ことを狙います。 

 

［実施を予定する広報・ＰＲの対象］ 

○企業の福利厚生関係や行政職員共済会などへのお知らせ                     

県西地域の企業に、また、神奈川県内の厚生福利共済会に対して、足柄ふれあいの村を中心とした

イベントプランや事業内容についてのお知らせを作成し、発信します。 

 

○大雄山線小田原駅～大雄山駅                                 

大雄山線小田原駅～大雄山駅構内や、電車内に足柄ふれあ

いの村の施設案内、イベント紹介、季節の情報などを掲示

してもらいます（交渉予定）。 

 

○小田急線新松田駅等                                    

小田急線小田原駅、新松田駅、開成駅構内に足柄ふれあい  

の村の施設案内、イベント紹介、季節の情報などを掲示し

てもらいます（交渉予定）。 

 

○近隣施設（おんりーゆー、道了尊、丸太の森、２１世紀   

の森、スポーツセンター、文化会館）            

足柄ふれあいの村周辺の野外活動施設や観光名所、弊社が

指定管理を行っている施設などにパンフレットやイベント

情報を設置・掲示して、ネットワーク広報を図ります。 

 

入浴（館内着・タオルなどフルセット）＋バイキング
組合員価格2,600円（税別）

一般価格3,300円（税別）

公立学校共済組合神奈川支部 組合員の皆さまへ 好評につき！

「おんりーゆー」お得なパック第２弾のお知らせです。

2015年4月末日まで
（申し込みは不要です）
フロントに施設割引券をご提出ください

通年 10：00～21：30

バイキングレストランの営業時間
平日 11：30～14：00（クローズ）

休日 11：30～20：00（ラストオーダー）

日帰り入浴の営業時間

あしがらの温泉 おんりーゆー
〒250‐0121 神奈川県南足柄市広町1520－1

ＴＥＬ ０４６５－７２－１１２６

地元食材の
ヘルシーバイキング

おんりーゆーは

㈱足柄グリーンサービス
が運営しています。

日帰り入浴の通常入館料

組合員価格 1,500円（税別）
一般価格（大人） 1,800円（税別）

森の駅
森林公園丸太の森

運動の駅
広町パークゴルフ場

ＰＡＡ２１ロープスコース（裏面参照）

食の駅
松田山ハーブガーデン

ジップライン飛天狗
（丸太の森にあります）

大雄山最乗寺

おんりーゆーは途中出入館自由です。おんりーゆー周辺の里山体験で、一日中お楽しみください。

湯の駅
食の駅
運動の駅
森の駅
集いの駅

国内最長クラスの

空中散歩‼
ジップライン
飛天狗は予約
してください

ＴＥＬ０４６５
（４６）８８７９

森のひな祭り
2月～3月

さくら祭り
2月～3月
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（4）サービスの向上のために行う利用者ニーズ・苦情の把握及び事業等への反映の仕組み等 

①ニーズの把握                                     

利用者ニーズの把握は、偏りなく、どのような形で集められるニーズや意見を公平・公正に、もれ

なく把握する必要があります。 

そのため、幅広く把握するため、様々な手段を活用します。 

ア ご意見箱による意見、要望の徴集     

・受付に、ご意見箱を常設し、利用者の意見を徴収します。  

御意見箱（アンケートボックスの事例） 

         

・ご意見箱は、その日に感じた利用者の感想や意見をスタッフに遠慮することなく伝える手段と

して有効であり、毎日回収し取りまとめます。 

・ご意見箱は利用者の誰もが気が付く場所に設置し、記述しやすく投函しやすいようにします。 

          

イ 定期的なアンケート調査による意見、要望の把握 

・定期的にアンケート調査を実施し、その結果をまとめ意見、要望を把握します。アンケートは

一定期間の中で、任意に利用者にアンケート用紙の書き込みを依頼し、100 通以上の総数を取

りまとめて統計を取ります。 

 

・アンケートは、利用者をランダムに選定することにより、お客様属性の把握や、公正な情報を

得るよう心がけます。 

 

ウ 日常的な利用者とのコミュニケーションアップ 

・ご意見箱やアンケート調査では聞き取ることができないような、微細な利用者の要望や感想は、 

利用者と足柄ふれあいの村スタッフとの日常的な会話の中から聞き取ることができます。 

・接遇教育を通じて、足柄ふれあいの村スタッフのお客様とのコミュニケーションを密にするこ

とを心がけ、利用者の側から見た足がふれあいの村のあるべき姿を把握します。 

・利用者とスタッフの何気ない会話の中に、利用者の重要な意見・要望、本音の考えが含まれて 

いる事があります。その内容を取りまとめます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（4）サービスの向上のために行う利用者ニーズ・苦情の把握及び事業等への反映の仕組み等 

エ メール、電話による意見・要望の把握 

・メールや電話による意見・要望・苦情は、「平等・公平」の考え方により、個人の受け答えで

の完結としないで、その場での適切かつ迅速な対応の上で、統括責任者への報告と、一元化を

徹底します。 

・メールや電話による意見・要望・苦情などについては、受付けたスタッフが統括責任者に報告

し、お客さまからの情報を足柄ふれあいの村の課題として共有するよう、スタッフ教育により

徹底します。 

 

②事業への反映                                     

ア 公平・公正に受入れます 

・お客様・利用者から寄せられ、集められたニーズ（要望・意見）は公平・公正に受け入れ、管理運

営スタッフが共有して把握します。 

 

イ サービス向上スタッフ会議 

・把握されたニーズは、サービス向上スタッフ会議にてその対応策を協議し、緊急性、必要経費、

管理内容権限などを勘案し、管理事務所内で対応するもの、本社指定管理部との協議が必要な

もの、神奈川県と協議、また、判断を仰ぐべきものを分類し、それぞれ協議・対応をします。 

 

ウ リスク管理委員会  

・足柄グリーンサービス本社では、毎月、本社全体でのリスク管理委員会を開催しています。 

 指定管理施設の担当者のみならず、ファシリティサービス事業部や野外教育事業部のスタッフな

ど、他部署からの参加者も多いため、多面的な視点で、意見を交わし、様々な経験をも踏まえて、

会社全体で顧客サービス向上に取り組んでいます。 

 足柄ふれあいの村のサービス向上スタッフ会議での結果をもとに、会社全体での委員会組織でのサ

ポートを行うことができます。 

 

エ 事業への反映 

・ニーズ・要望に対する対応や反映は、速やかに行い、要望や意見の提供者などへは、その対応結果

を報告します。提供者が不明、不詳である場合は、掲示版などで利用者すべてに報告します。 

・ニーズの把握から対応まで、また、対応策の検討、対応策の実施については随時、神奈川県との協

議と報告を実施します。 

 

③報告、データベース化                                 

ア 県への報告 

 ニーズ・要望の把握から事業への反映までの一連のプロセスを、基本的には月 1回のモニタリング

で県に報告します。緊急性のある課題については、随時報告します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（4）サービスの向上のために行う利用者ニーズ・苦情の把握及び事業等への反映の仕組み等 

イ データベース化（共有） 

これらによって収集された意見や感想は、確実に記録してデータベース化します。 データベース

化することで、意見や感想の大まかな傾向を把握することができます。 

■ニーズの把握からサービス改善までの流れは下図のような流れにて対応します。 

利用者要望の反映

多様な手段による利用者要望の把握

利用者要望の分析・評価～検討

安全対応などの
緊急性の高い内容

整備の必要性があるなど
管理権限を超える内容

管理権限内の
要望

緊急的な
対応

管理事務所で判断
（本社と調整）

本社指定管理部
による対応

管理マニュアル等への反映

ご意見箱、アンケート、電話・メール、
対面コミュニケーション 管理運営担当

［スタッフ会議］
管理運営担当
統括管理責任者

［顧客満足度会議］
本社専務取締役

指定管理部責任者
統括責任者

公平な取扱い

神奈川県

県への報告
県との協議

意見・要望提供者への対応の説明・フィードバック
 

ニーズの把握～サービス改善のポイント 

      □さまざまな手段を駆使して、利用者のニーズに「聞く耳を持つ」こと 

      □聞き取ったニーズを私見で差別せずに、「公平な取り扱いをする」こと 

      □対応内容を情報提供者・利用者に「説明し、フィードバックする」こと 

      □聴取、対応、報告の段階で、「県との協議、県への報告をする」こと 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（4）サービスの向上のために行う利用者ニーズ・苦情の把握及び事業等への反映の仕組み等 

④苦情の対策                                      

ア 苦情の受付・対応 

・苦情の受付から対応、解決に至るプロセス・体制を確立し、対応への役割分担を明確にします。 

・苦情受付担当は管理運営スタッフが担当します。毎日勤務でない管理運営スタッフによる苦情受付

担当は、情報を漏らさず共有するため、必ず記録します。 

・苦情受付担当は、その場で対応する場合は、迅速かつ丁寧に対応し、その場での解決又は問題継続

に関わらず、記録し管理統括者に報告し、足柄ふれあいの村全体の問題として位置付けます。 

・苦情解決責任者は、管理統括者が担当し、解決に向けての対応にあたるが、必要に応じてスタッフ

を招集し、その対策を協議します。 

・解決対策中や、解決後は、必要に応じて、苦情受付係がお客さまにその経緯や結果を説明・報告し

ます。 

 

イ 苦情に関する情報の一元化 

・利用者や周辺住民、県民などからの苦情はさまざまな場所や情報源から集まってきます。施設運営

の公平・公正を重視する観点からも、全ての苦情をすべからく平等に把握することに心がけます。 

・全ての苦情を平等に把握するため、あらゆる手段で徴集された苦情を、管理総括者に一元化し、同

時に全てのスタッフが情報共有できるようデータベース化します。 

・利用者から寄せられた苦情は足柄ふれあいの村スタッフが共有し、対応しますが、同時に、神奈川

県の担当部署に即時報告し、県との情報共有を確実にします。 

  

苦情解決責任者
（統括責任者）

苦情受付係
（管理運営担当）

足柄グリーンサービス本社 神奈川県

対応策へ

ご意見箱
アンケート

コミュニケーション

直接受付

電話・メール

現場発生

データベース化・管理

報 告 報 告

トラブル・苦情の発生

トラブル・苦情情報の一元化
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（4）サービスの向上のために行う利用者ニーズ・苦情の把握及び事業等への反映の仕組み等 

ウ 迅速な対応 

・利用者の苦情に対しては、一元化しデータベース化することで、足柄ふれあいの村スタッフが解決

課題として共有し、総括管理者のもと、一体となって迅速に対応します。 

・苦情に対する迅速な対応と迅速な解決は、苦情を持ってきてくれた利用者にも良い印象を与えるこ

とになり、足柄ふれあいの村のファンを増やすことができます。 

・苦情への迅速な対応により、「災い転じて福となす」というように、より質の高いサービス向上を

実現します。 

 

エ 説明・ご理解について 

・迅速な対応と同時に、対応策や解決策など、必要に応じて苦情申請者に報告します。 

 また、苦情が無記名や匿名であった場合も応じて内容を掲示するなど、利用者に伝えます。 

・苦情申請者への報告や、対応策の掲示については、法令等に基づき、県との協議の上で慎重に対応

します。 

 

オ 苦情の対応体制について 

  

苦情解決責任者
（統括責任者）

苦情対策会議実施
苦情対策案の策定

足柄グリーン
サービス本社

神奈川県

対応策の実施

データベース化
管理

報 告

報 告

ご意見箱 現場発生 直接受付コミュニ
ケーション

アンケート
電話・
メール

利用者・お客様・住民

指 示

報 告指 示

対応・説明
対応策の実施

お客様説明

対応策の実施
お客様説明

苦情受付係
（管理運営担当）
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（5）利用料金等の設定の考え方 

①利用料金設定の考え方について                             

■ふれあいの村の設置目的に沿った料金設定                         

神奈川県立ふれあいの村の設置条例ではその設置目的について「児童・生徒、青少年等が自然の中

での体験及び人との交流を通じて自立心、協調性をはぐくむふれあい活動のための施設として、次

の通り神奈川県立のふれあいの村を設置する。」としています。 

そのような目的を推進するため、より多くの児童、生徒、青少年等が足柄ふれあいの村を利用でき

るような料金設定をします。 

 

■県民に広く利用してもらう料金設定                            

足柄ふれあいの村の豊かな自然環境は、人が自然の中で活動し、心を豊かにすることができる場で

もあります。 

このような施設を、神奈川県民が広く利用できるような料金設定とします。 

 

■平等性、公平性を重視した料金設定                            

誰もが、平等にかつ公平に足柄ふれあいの村を利用できるような料金設定とします。 

 

②利用料金設定の内容                                  

神奈川県立のふれあいの村条例で定められた利用料金の上限額は、「料金設定の考え方」に照らして

も適切な値であると考えます。 

また、「平成 23 年度利用料収入状況」から「平成 25 年度利用料収入状況」をみると、利用料収入の

多くは、小学生、中学生、高校生以外のその他の者の宿泊利用による収入が占めており、一般に収

入源のない児童・生徒の負担とならないような料金設定であり、適切な料金設定であると考えます。 

従って、条例に定める利用料金の上限額を足柄ふれあいの村の利用料金として提案します。 

 

利用料金の上限額

小学生及び中学生 1人1泊につき324円

高校生 同　　　　　　　648円

その他の者（未就学児及び65歳以上の者を除く） 同　　　　　　　1,080円

小学生及び中学生 1人1回につき162円

高校生 同　　　　　　　324円

その他の者（学齢に達しない者及び65歳以上の者を
除く）

同　　　　　　　540円

区　　分

宿泊を伴う利用

宿泊を伴わない利用
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（5）利用料金等の設定の考え方 

③利用料金の免除の扱いについて                             

足柄ふれあいの村では、現在は、条例に基づき、利用料金を下記のように免除していました。 

・県内の学校（大学を除く）が教育活動の一環として利用するとき。 

 ・県、市町村、公共的団体が青少年等を対象とする催しものを行うために利用するとき。 

・免除率は 100％とします。 

平成 28 年度より、この免除の制度を想定しないことに伴い、また、私たちも県民のより公平な利活

用を考慮し、原則、免除をしない運営をいたします。ただし、次の場合に限り利用料金の免除を行

います。 

 

 

 

 

利用料金は、指定管理事業の事業費（管理経費）の一部ですが、利用料金の免除をしないことによ

り、利用料金が事業費（管理経費）に占める割合が大きくなります。 

このことは、足柄ふれあいの村の事業を、委託される指定管理料のみに頼るのではなく、利用料金

の事業費への有効活用を促すことであると考えます。 

利用料金を徴収し、それを有効活用することは、 

 

利用料金収入の増大 ⇒ 施設の充実・拡充 ⇒ 利用者サービスの向上 ⇒ 利用者の増大 

 

という、好循環により、足柄ふれあいの村の目指す利用者サービスの向上に資するものでなければ

ならないと私たちは考えます。 

変更された利用料金と利用料金活用の制度の意義を十分に理解し、利用者サービスの向上と利用者

数の増大につなげるよう計画します。 

利用料金の活用と利用者再ビス向上・利用者数増大について 

足柄ふれあいの村
指定管理者利用料金
活用制度の考え方

利用料金収入
の増大

利用者サービス
の向上

施設の
充実・拡充

利用者の
増加

施設の充実を利用者
サービスにつなげる

利用料金の増大を
施設の充実に流用

利用者の増加により
利用料金収入が増大

利用料金活用制度の導入

これからの足柄ふれあいの村が
目指すもの  

 

・障がいのある方のご利用の場合（特別支援学校、個別支援学級等の利用も含む） 

・指定管理者が行う主催事業の場合 

・その他、指定管理者が免除の必要性を判断し、教育委員会の承認を得た場合 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

４ 事故防止等安全管理 

（1）日常時の安全管理について 

①私たちの安全管理体制についての考え方                      

■お客様の安全を最優先事項という考えのもとに管理運営を行います。            

・足柄グリーンサービスは、ファシリティーサービス事業、野外教育事業、指定管理事業、温泉事業

など、危険を伴う状況もありうるような幅広い事業を継続するため、安全を会社経営の最優先事項

と考え、全社を網羅した安全衛生委員会（労働安全衛生法に基づく）を設置し、月 1 回の安全衛生

委員会を開催し、安全最優先を会社ぐるみで提唱してきました。 

・委員会では、各指定管理施設の統括責任者も安全衛生委員として参加し、各部署の安全衛生に関わ 

る状況や対策の事例発表や対策に関する議論を行い、職場や施設の安全衛生を保全するという取り 

組みをしています。 

・足柄ふれあいの村の指定管理業務についても、永く幅広い安全に関するノウハウを活かし、お客様

の安全を、次に従業員の安全を確保するため、万全を期す所存です。 

・足柄ふれあいの村は広大な敷地 7.26 ㌶（平地あり、傾斜地あり）に管理棟・宿泊コテージなどが点

在し、多くの子供たちがそこで活動します。そのため、まずはお客さまの安全を第一に考慮した管

理運営を行います。 

 

足柄グリーンサービスの安全衛生委員会 組織図 

産業医

安全衛生委員会
委員長

代表取締役社長

環境安全衛生部 ファシリティ事業部 指定管理事業部 温泉事業部 社員代表委員

事務局

足柄ふれあい
の村

野外教育事業部

現 場 各 所 指 定 管 理 各 施 設
 

 

 

足柄グリーンサービスのファシリティ事業部や野外教育事業部など、作業従事者やお客様などに対する

高度な安全管理が求められる事業を続けてくる中で、強固でち密な安全衛生体制が構築されました 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

４ 事故防止等安全管理 

（1）日常時の安全管理について 

②日常業務での事故防止の取り組み                         

足柄ふれあいの村安全衛生管理体制 

足柄グリーンサービス
安全衛生委員会

指定管理所長会議
（施設間情報交換）

足柄ふれあいの村安全衛生会議
（職員全員による月1回の会議）

・安全対策打合せ
・スタッフのＫＹＫ（危険予知訓練）の実施
・リスクアセスメントシートによるリスク洗い出し
・潜在危険個所抽出シートの活用

足柄ふれあいの村安全マニュアルの作成
・足柄ふれあいの村安全マニュアル（スタッフ編）
・足柄ふれあいの村安全マニュアル（利用者編）
・炊事・工作、安全マニュアル

施
設
の
日
常
安
全
点
検

・
事
前
点
検

参
加

（月
1
回
）

報
告

参
加

（月
1
回
）

報
告

外
部
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
巡
視

 

■施設の日常点検・事前点検を実施します                          

始業時の朝礼で前日からの引継ぎ事項（施設全体の安全その他）の確認後、当日の業務内容、予約

者報告、その後業務に入りますが、まず安全に対する配慮がなされているかを最優先で確認します。 

〔足柄ふれあいの村安全マニュアル〕を作成し、それに従い、作業などに入る前には事前点検をし、

安全の確認を励行します。特に冬期の雪害など、日々の天気予報には気配りを持ち進めます。 

 

■スタッフのＫＹＫ（危険予知訓練）を実施します                     

足柄グリーンサービスでは、月 1回開催する安全衛生委員会の一施設と位置付け、施設では月 1回

業務改善・サービス向上委員会を開催し、全体としてＫＹＫの研修を重ねると共に、これを施設内

での状況に適応させ、職員全員に周知します。又、衛生管理者の資格を持つ職員を統括安全衛生管

理者とし、月 1回の巡視点検を行い、利用者及び従業員の安全確保を推進します。 

 

■「潜在危険箇所抽出シート」を活用します                         

足柄ふれあいの村では、全ての職員が日常点検を行い、危険と思える箇所を発見した際には、「潜

在危険箇所抽出シート」に内容を記載し、安全管理者（総括責任者）に提出し、対策を講じます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

４ 事故防止等安全管理 

（1）日常時の安全管理について 

■「リスクアセスメントシート」によるリスクの洗い出し                 

毎月行なう全職員による安全会議の中で予想される危険を洗い出し、あらかじめその対策を講じる

という目的のために「危険源洗い出し表」を各自提出し、「リスクアセスメントシート」に総括し

ます。このことで、職員の安全に対する意識を向上させるとともに、危険を未然に防ぐことで、利

用者及び職員・スタッフの安全を図ることができます。 

 

■利用者へ安全意識の教育をします                             

施設全体では利用のためのルールなど、利用者に分かりやすいパンフレットの配布、また掲示物で

表示します。防犯に関しては積極的に声かけをし、常に注意を呼びかけるものとします。 

防災については、施設内の災害を想定し、防災体制を作成しマニュアルを整備し、防災教育を行な

い、災害の未然防止に努めます。非常口などを明確にすることや、消火器など点検を行ない設備に

不備がないものとします。 

 

■炊事・工作時の安全対策について                             

以下のことを炊事・工作時の安全実施体制とします。 

＜炊事・工作時の実施体制＞ 

作業責任者による始業前の用具整備点検 

作業責任者による終了時の用具ならびに作業場の整理整頓 

利用者の服装チェック（募集プログラムは印刷物で周知） 

利用者への作業中のアドバイスと監視 

応急処置用備品の常備 

応急処置手当ての講習参加 

傷害保険への加入 

 

■その他施設内での安全対策について                            

業務日報の作成 

施設内安全パトロール（月 1回） 

緊急時の対応マニュアルの作成 

プログラム参加者の健康確認票提出 

傷害保険への加入 

ヒヤリハットミーティング（月 1回） 

類似施設の視察（年 1回） 

普通救命講習（年２回） 

 

 

 

 

 

90/151



 

 

団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

４ 事故防止等安全管理 

（1）日常時の安全管理について 

③足柄ふれあいの村の安全対策                           

■工作、炊事プログラムでの安全対策 

 工作、炊事等のプログラムにおいては、工作用刃物や、炊事用具などによる負傷や火傷などを防ぐ

ため、プログラム時の注意事項、利用時の安全マニュアルを用意し、活動前に周知徹底します。 

 また、炊事棟は、段差や設備の凹凸などでけがをしないよう、躓きやぶつかりなどがないように日

常点検をします。 

＜炊事・工作時の実施体制＞ 

・作業責任者による始業前の用具整備点検 

・作業責任者による終了時の用具ならびに 

作業場の整理整頓 

・利用者の服装チェック（募集プログラム） 

・利用者への作業中のアドバイスと監視 

・応急処置用備品の常備 

・応急処置手当ての講習参加 

・傷害保険への加入 

 

■屋外活動・プログラムでの安全対策 

 工作室や炊事棟のプログラムにおける安全対

策と同様、段差や凹凸による躓きや転倒など

でけがをしないよう、プログラムにあたっての安全の注意事項を明確に伝えます。 

また、場内の安全パトロールにより、転倒の危険個所などをチックします。 

■危険生物被害防止対策 

スズメバチやマムシなどの危険生物の被害を防止するため、日常的に林地や草地の整備や点検を行

うと共に、危険生物が営巣したり生息したりする場所を予測し、あらかじめ対策を行います。 

■悪天候・落雷時の安全対策 

 台風による倒木や落枝などの恐れがある個所をあらかじめ調査し、支柱を整備するとともに、事前

に取り除くなどの措置をして、利用者の安全を守ります。 

■大震災時の安全対策 

南足柄市では、震災対策の中で、「東海地震」「南関東地震」「神縄・国府津－松田断層帯の地震」「三

浦半島断層群の地震」「東京湾北部地震」「神奈川県西部地震」などが、いずれも南足柄市に大きな

影響を及ぼすマグニチュード 7クラス以上の大規模地震としてリストアップされています。 

足柄グリーンサービスでは、最も震度が大きいと予想される（最大震度 7）神奈川西部地震を想定

した事業継続計画（ＢＣＰ）を策定しました。 

地理的に私たちと共にある足柄ふれあいの村の震災時の安全対策、事業継続に関しては足柄ふれあ

いの村のＢＣＰを作成し、万が一の場合に備えます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

４ 事故防止等安全管理 

（2）事故等の緊急事態が発生した場合の対応方針 

① 事故、災害発生時における対応                             

■事故発生時の対応 

・お客様の安全を第一に考え、事故・症状の程度を把握し迅速かつ適切に対応します 

・事故発生時は、周辺にも配慮し、二次事故が発生しないような措置を講じます。 

・救護や二次事故発生防止措置を講じ、速やかに関係各署に通報・連絡し、救急隊に任せます。 

・ＡＥＤの設置場所を明確にし、スタッフが非常時に速やかに使えるようにします。 

■火災・地震等発生時の対応 

・火災発生時には足柄ふれあいの村自衛防火組織図により、速やかな初期消火を行います。 

・初期消火と同時に、消防署への通報を速やかに行い、お客様の避難誘導を行います。 

・大規模地震発生時には、利用者の広域避難場所（南足柄中学校）への誘導を速やかに行います。 

■不審者発見時時の対応 

・入場者に対する声かけを行い、不審者であると思われる者には、丁重に退去を促します。 

・不審者が退去を拒否した場合は、警察へ通報するとともに注意深く観察し、他の利用者に危害が及

ばないように配慮します。 

・日中、夜間に、不審者が来場・侵入した際は、警察に報告・相談し、対応策を協議します。 

   

火災発生

現場の確認

避難誘導

１１９番通報

場内残留確認

誘導

避難完了報告

初
期
消
火

場内利用者

自
衛
防
災
隊

鎮
火

鎮火報告

不審者発見

不審者の発見

退去要請

声かけ

１１０番通報

客の安全確保

事後処理報告

不審者判明

不
審
者

引
渡

退去

退去せず

不審者

傷病者他確認

意識救急判断

症状の確認

呼吸脈動確認

人工呼吸

医療期間

救
急
隊

事故発生

現場対応

救急通報

１
１
９
番
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

４ 事故防止等安全管理 

（2）事故等の緊急事態が発生した場合の対応方針 

② 緊急事態発生時の組織体制                              

■事故、災害等、緊急事態発生時の現場対応 

・事故、災害等、緊急事態が発生した場合、警察、消防署へ通報を行い、県担当者に連絡します。 

・管理運営担当者は統括責任者（所長）に報告し、統括管理者は、緊急事態対応責任者として管理運

営担当者に指示を出します。 

・統括責任者が不在の場合、統括責任者に電話連絡をして、直ちに現場へ急行してもらいます。 

同時に、本社指定管理部責任者にも連絡をして、現場に急行してもらいます。 

・本社指定管理部責任者、当事業本部の本部長は必要に応じて現場に急行します。 

■事故、災害等、緊急事態発生時のバックアップ組織体制 

・統括管理者（所長）が現場責任者として対応します。 

・本社指定管理部責任者が統括管理者のサポートをし、統括管理者が現場対応で忙しい場合、県との 

報告・協議などを担当します。 

・統括管理者、本社指定管理部責任者、事業本部長は、常時連絡が取れるような体制を整えます。 

事故、災害等、緊急事態発生時のバックアップ組織体制図 

   

統括責任者
足柄ふれあいの村所長

本社
指定管理部責任者

総務・経営企画本部
本部長（常務取締役）

県庁担当消防署警察

事故・災害発生

管理運営担当
足柄ふれあいの村スタッフ

連絡

連絡

連絡
通報 １１９番 連絡

安全衛生委員会
委員長（取締役社長）

連絡
指示

指示

連絡

 

■保険加入 

・事故、災害などに備えリスクをバックアップするため、保険の加入を推進します。 

・保険は、利用者に対する賠償の他、不動産保証、個人情報漏洩に起因する損害の補償などの総合的 

な「指定管理者総合保障保険」 

・食堂での事故（食中毒など）の賠償責任保険に加入します。 

指定管理者総合保障保険の概要

補償対象 保険種類 内容

被害者への賠償 賠償責任保険 施設の不備や従業員の過失による被害者への賠償

管理不動産の補償 建物・不動産保険 火災、台風、不注意などによる不動産の補償

個人情報漏洩の賠償 個人情報漏洩保険 個人情報の漏洩による賠償金、対応費用の補償  
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

４ 事故防止等安全管理 

（2）事故等の緊急事態が発生した場合の対応方針 

③事故発生時に備えた体制整備について                           

足柄グリーンサービスでは、近隣の同様な指定管理受託施設において、事故発生時に備えたマニュ

アルを作成しており、足柄ふれあいの村においても同様のマニュアルを作成し、緊急時に備えた体

制作りをいたします。実施体制は足柄グリーンサービス防災対策組織図に準じて、足柄ふれあいの

防災対策組織を作成し、足柄グリーンサービスの組織に組み込むと同時に地元自治会と連携を図

り、利用者・職員の安全を最大限に確保します。 

     

防災対策本部長
防火管理者

所長

避難誘導班 消化班総務・連絡班救護班

足柄ふれあいの村自衛防災組織図

副本部長 副所長

総務・経理 施設管理、食堂総務・経理施設管理

利用者安否確認

避難誘導
人員確認報告

必要備品準備

救護搬出活動

救護者の応急処置
本部への状況報告

必要備品準備

消防への通報

拡販の状況把握
関係各所連絡

本部への状況報告

初期消火作業
災害状況の把握
本部への状況報告
必要備品準備

防災活動の統括
情報収集、指示

本部長の補佐

各役割の補佐

足柄グリーンサービス
指定管理部

足柄グリーンサービス
安全衛生委員会

本社防災対策本部

本部長との連絡
本社からの全面支援手配
関係各所との連絡

 

 関東学院大学でも学生や教職員の安全を確保するために規程や要綱を設けています。 

■関東学院大学防災対策委員会規程 

関東学院大学では、関東学院防災管理規程に基づき、「関東学院大学防災対策委員会規程」を

制定し、大学防災対策委員会の構成、任務及び運営等に関し、必要な事項を定めています。 

■関東学院大学防災対策本部・災害対策本部運営要綱 

関東学院大学では、 関東学院防災管理規程に基づき、「関東学院大学防災対策本部・災害対策

本部運営要綱」を制定し、大規模地震等発生時の大学の防災対策本部及び災害対策本部の運営

に関し、必要な事項を定めています。 

 

 足柄グリーンサービスの立地や支援体制、関東学院大学の幅広い見識と専門知識など絡めた連携に

より、安全かつ迅速な事故緊急対応を策定します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

４ 事故防止等安全管理 

（2）事故等の緊急事態が発生した場合の対応方針 

④その他/保険について                                  

事故が起きないよう充分な管理運営を行なうことはもちろんのことですが、万が一の事故や火災等

を考慮し、「指定管理者総合賠償責任保険」に加入します。 

 また、食堂による事故が発生した場合については、「生産物賠償責任保険」に加入し、対応をします。 

 

■指定管理者総合賠償責任保険の補償範囲について 

・施設の欠陥、瑕疵に起因した事故 

・施設の運営管理に起因した事故 

・個人情報の漏えいに起因した事故 

 

■指定管理者総合賠償責任保険の補償内容について 

・基本補償 

 身体：１名    １００，０００（千円） 

    １事故   ２００，０００（千円） 

 

・個人情報漏洩補償（１事故期間中） 

 補償：       ５０，０００（千円） 

 費用：        ５，０００（千円） 

 

■食堂の瑕疵に起因した事故の補償保険について 

・生産物賠償責任保険 

・基本保証 

 身体：1名     １００，０００（千円） 

    １事故    ２００，０００（千円） 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

４ 事故防止等安全管理 

（3）急病人等が発生した場合の対応（救急救命士の配置、救命に関する職員研修等） 

①救急救護体制について                                 

足柄ふれあいの村独自の組織体制を構築し、急病人発生時の対応をしていきます。また、団体など

利用予定者に対し、事前に安全対策マニュアルを配布いたします。職員に対しては年 2回の普通救

命講習を実施し、非常時には足柄ふれあいの村のスタッフがＡＥＤの適切な使用などを含めた救急

救命措置ができるような一次救命措置の体制を整えます。 

㈱足柄グリーンサービス指定管理事業部では、施設利用者の皆様の安全確保に最善の努力を払っておりますが、万が一、事故が発生した場合には、
以下のような対応を準備しております。 参加者ならびにスタッフの事故は、大小に関わらず、発生した日時・状況など必ず報告をしてください。

病院名 電話 住所 区分（科） 診察日・時間 休診日 夜間診療 距離

おぎの

整形外科

0465
73-1100

南足柄市
関本750-1

整形外科
（捻挫、打撲、骨折など）

月火木金土

9:00-12:00、15:00-18:00

日曜、水曜 あり 車で
約15分

石川医院 0465
72-1230

南足柄市
塚原710-2

内科･外科･小児科
（虫刺され、切傷、頭痛、
腹痛など）

火-土

8:30-12:00、15:00-17:45

日 8:30-12:00

日曜ＰＭ、

月曜、祝日

あり 車で
約30分

大内病院 0465
74-1515

南足柄市
中沼594-1

総合病院（救急）
マムシ血清あり

月-土

9:00-12:00、15:00-17:00

日曜、祝日 あり
当直医師の
専門による

車で
約25分

県立

足柄上病院

0465
83-0351

足柄上郡松田町
松田惣領866-1

総合病院（救急）
マムシ血清あり

月-金 8:30-11:00

土 8:30-10:30

日曜、祝日、

年末年始

あり
当直医師の
専門による

車で
約20分

おおり医院 0465

75-0056

足柄上郡山北町

山北192

総合病院（救急）

マムシ血清あり

月-金 8:30-12:00,15：00-18：00

土 8:30-12:00

日・祝 9:00-12:00

元旦 あり（ＴＥＬ要）

当直医師の

専門による

車で
約10分

南足柄消防署

0465-74-6661
㈱足柄グリーンサービス
指定管理事業部 事務所

0465-72-2400

湯川(野外教育事業本部責任者)

○○○○－○○－○○○○

内藤(野外教育事業本部部長)

○○○○－○○－○○○○

・病 院 案 内

・非常時（事故･病気）の対応 2006年9月作成

Ａ ①南足柄消防署に電話、救急車を呼ぶ（約1５分で到着）。
②応急処置（応急処置用の物品を事務所内に用意してあります）
③指定管理事業部に電話 ④待機場所で救急車を待つ

Ｂ ①指定管理事業部に電話
②応急処置（応急処置用の物品を事務所内に用意してあります）
③病院へ電話 ④病院へ搬送

委託医: 

外傷関係の場合→ おぎの整形外科
その他の場合→ 石川医院

野外活動の特性についても医師に理解が
あるので車で搬送する時はここへ。
特に診察時間外は必ず電話をしてから。

救急車の場合、開成町にある白鴎病院に搬送されることもあります。

事
故･

病
気
発
生

【県立２１世紀の森】

 

②救命に関する職員研修                                  

 足柄ふれあいの村職員には、年 2回、普通救急救命講習を義務づけます。 

 また、自然体験活動責任者、プログラム担当者には、上級救命講習を義務づけ緊急の対応をします。 

 緊急時に落ち着いて行動ができるように普段から救急救命に対する意識を深めるよう、安全衛生定

例ミーティングを実施します。 

③救急救命士の配置                                   

 通常業務においては、自然体験活動を指導する責任者や担当者に上級救命講習受講者を配置し

一時救命措置の担当とします。 

大規模の活動イベントや、利用団体からの要請、または実施プログラムの種類などについての

状況に応じて、所轄の消防署や足柄上医師会などとの連携で、救急救命士や看護師の派遣を要

請します。 

 

 

足柄ふれあいの森 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

５ 地域と連携した魅力ある施設づくり 

（1）地域人材の活用、地域との協力体制の構築、ボランティア団体等の育成・連携の取組み 

①地域との協力体制                                    

 施設の指定管理業務は、地域住民の理解や地域との連携が不可欠であると私たちは考えています。 

 一般に、地域住民に理解しにくい指定管理制度や、指定管理者の業務内容などを知ってもらうため

の努力が不足していることで、地域との連携が十分でないことが多いのではないかと思います。 

 私たちは、この地域（南足柄市）で 50 年に長きにわたり、地域と連携しながら事業を推進し継続し

てきました。 

■地域協力が求められるふれあい教育 

 足柄ふれあいの村の維持管理運営においてもその実績を活かし、地域との連携をより深めます。 

もともと足柄ふれあいの村がこの地に建設されたのは、南足柄市を含む足柄の風土や人々、また、

その暮らしなど、地域の有する様々な環境・資源が、ふれあい教育を醸成する大きなポテンシャル

として理解されたためであると考えています。 

そこで、重要なのは、足柄ふれあいの村は、周辺の自然環境、生活環境、および人間環境など全て

の地域の資質を巻き込んで成立する施設であると私たちは考えています。 

私たち足柄グリーンサービスは、創業以来 50 年の地元での実績と、17 年の野外教育事業(ＰＡ)に

よる地域発信の社会貢献、近隣地域の活性化(足柄の温泉おんりーゆー)ならびに市内指定管理施設

(足柄森林公園丸太の森)との連携を促進し、これらを私たちの大きな地域アドバンテージとして活

用し、指定管理運営に努めます。 

②ボランティア団体・地域指導者との連携・協力について                   

 足柄ふれあいの村の最大イベント「森の大地祭」は、毎年、私たちの温泉施設「おんりーゆー」や、

指定管理施設「丸太の森」も共催し、周辺の施設やボランティアも参加するイベントです。 

主催イベントや、足柄ふれあいの村利用者に準備・提供する活動プログラムやソフトウェアなどは

ボランティア団体や地域の活動指導者との連携・協力により実施します。 

南足柄市内では多くのボランティアが活躍しており、私たちも連携しています。 

足柄ふれあいの村の運営管理においても、それらのボランティアや団体と連携し支援・協力を促進

します。 

■連携・協力を計画しているボランティア団体 

   ・足柄ロータリークラブ      ・県立 21 世紀の森サポートクラブ 

   ・南足柄ライオンズクラブ     ・里山推進プロジェクト 

   ・南足柄育林隊          ・かながわトラストみどり財団 

   ・南足柄市みどりの少年団     ・全国森林インストラクター神奈川会 

   ・南足柄市丸太の森友の会     ・南足柄市森林ボランティア 

   ・南足柄市観光協会        ・南足柄市観光ボランティア 

   ・南足柄市史談会         ・かながわ森林インストラクターの会 

   ・ボランティアグループみなみあしがら子どもの遊び場作り 

   ・一般社団法人あすぽ 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

５ 地域と連携した魅力ある施設づくり 

（1）地域人材の活用、地域との協力体制の構築、ボランティア団体等の育成・連携の取組み 

③近隣住民などとの連携・協力について                           

足柄ふれあいの村の周辺は、箱根外輪山明神ヶ岳の東山麓の里山が広がる地域です。 

足柄ふれあいの村がある南足柄市広町、隣接した大雄町には、里山環境・景観を背景に、地域住民

が農業や林業を営み、随所にはそのような環境を活用した様々な施設が立地しています。 

■足柄ふれあいの村を中心とした地域住民連携・協力 

そのような折、この地域を対象とした県西活性化プロジェクト「未病を治す」取り組みが神奈川県

から提唱され、足柄ふれあいの村は、その中心に立地する数少ない県立施設として、そのような追

い風の中、大いに期待されるものです。 

多くの子供たちが利用し、将来的には多くの年齢層の県民が数多く利用する施設として、ふれあい

の村利用者が周辺地域住民との交流や地域資源・施設と連携したプログラムソフトを活用し、ふれ

あいの村の存在価値、付加価値を高めるため近隣住民や近隣施設炉の連携・協力を深めます。 

 

足柄ふれあいの村周辺ネットワーク図 

    

足柄
ふれあいの村

森林公園
丸太の森

県立
21世紀の森

南足柄市
広町パークゴルフ場

南足柄市
運動公園

足柄グリーンサービス
野外教育事業（ＰＡ）

足柄グリーンサービス
温泉（おんりーゆー）

道了尊最乗寺 郷土資料館
周辺の町

開成町・山北町

広町、大雄町
自治会

南足柄市
教育委員会

観光協会、等

足柄古道

足柄グリーンサービス

指定管理

地域資源

地域組織・団体

足柄グリーンサービス

事業部署

ネットワークの凡例

南足柄市広町周辺の
自然環境のネットワーク

南足柄市広町周辺の
暮らしネットワーク

 

■温泉施設（おんりーゆー）との協力・連携                       

足柄ふれあいの村の 300ｍほどに位置する｢おんりーゆー｣は私たち足柄グリーンサービスが、南足

柄市・県西地域活性化のために 2007 年 11 月にオープンさせた、市で初めての温泉施設です。 

神奈川県内都市部からの利用者が数多く訪れ、足柄ふれあいの村宿泊者も利用しています。 

特に、子供たちで満員となる場合などに、大人・高齢者などゆったりと温泉を楽しめるよう、足柄

ふれあいの村の利用者に特別入浴料の設定などを行い、施設の連携を促進します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

５ 地域と連携した魅力ある施設づくり 

（1）地域人材の活用、地域との協力体制の構築、ボランティア団体等の育成・連携の取組み 

■足柄森林公園丸太の森との協力・連携                          

丸太の森は、明神林道を挟んで、足柄ふれあいの村の西側（山側）に隣接する南足柄市営の森林公

園で、平成 18 年から、私たち足柄グリーンサービスが指定管理をしている施設です。 

キャンプ場、バーベキュー場など、足柄ふれあいの村と同じような機能を持った施設ですが、より

自然度の高い施設であり、フィールドアスレチック、川遊び、草木染め体験など、自然を活用した

様々なプログラムを子供たちに提供しています。 

      
 また、足柄ふれあいの村は駐車場が狭く（大型バス 8台）、丸太の森の駐車場（大型バス 20 台）

を借用することがあります。 

 このように、足柄ふれあいの村と丸太の森は、地域活性化に資する施設として互いに連携して

いくことが求められています。 

 

■南足柄市広町自治会および大雄町との協力                      

広町地内の山林に 17 年前、ＰＡの大規模コースを建設したこと、さらに同じく広町に、温泉施設

「おんりーゆー」をオープンし、広町自治会に入会したことより、私たちは広町自治会や広町住民

とは日常的に交流を持っています。 

足柄ふれあいの村の事業計画としている農業収穫物体験(現在の 1.5 倍)、農業体験(米作り、みか

ん、キウイ、野菜)、林業体験(間伐、下草刈り、除伐)、伝統行事体験(そば打ち、正月、どんど焼

きなど)などは、広町や隣接する大雄町の住民や農地、施設などの連携と協力が必要であり、私た

ちの関係性をより強固で幅広いものとして、足柄ふれあいの村のプログラム等に活用します。 

      

近隣の農地で農業体験                おんりーゆー、大雄町での野菜直売 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

５ 地域と連携した魅力ある施設づくり 

（1）地域人材の活用、地域との協力体制の構築、ボランティア団体等の育成・連携の取組み 

■地域活性化スパイラルで定期運行バスを増進します                     

もともと足柄ふれあいの村の在るエリアは公共交通機関の便が悪く、唯一近くを通っているのは伊

豆箱根のバスの大雄山駅～道了尊ルートであり、足柄ふれあいの村へアクセスする林道のバスルー

トはありませんでした。 

7 年前の私たちの温泉施設「おんりーゆー」のオープンに伴いバス会社（伊豆箱根鉄道）と私たち

との交渉で、おんりーゆー経由のルートが新設され、現在は 1 日 3 本ですが、「おんりーゆー前」

の一つ手前の足柄ふれあいの村にも停車します。 

 今後は、県西活性化「未病を治す」プロジェクトを地域活性化の追い風にして、このバスルートに

関連する「大雄山最乗寺」「森林公園丸太の森」「足柄ふれあいの村」「温泉施設おんりーゆー」「野

外教育施設ＰＡＡ２１］などの施設の活性化を促進しこの地域の来訪者を増加させます。 

 それにより、バス会社との連携で 1日当たりの本数を増やします。 

 このような施設の活性化⇒バス本数の増⇒地域の活性化⇒施設の活性化のようなスパイラルで、足

柄ふれあいの村、及びその周辺の活性化を目指します。 

 

■おんりーゆーの送迎用マイクロバスをふれあいの村の送迎に活用します            

 足柄ふれあいの村は、私たちの温泉施設「おんりーゆー」の 300ｍほど手前に立地しています。 

 おんりーゆーでは、2 台のマイクロバス（乗客 9 人乗り）を、小田急開成駅～大雄山線大雄山駅～

おんりーゆーのルートで 1日 8便、送迎しています。 

 今後、「未病を治す」プロジェクトなどを追い風に、野外施設での癒しや健康回復を目的として足柄

ふれあいの村などを訪れる利用者が増えることが予想されます。 

このような利用者に対して、少人数ですが、必要に応じ、この送迎用マイクロバスを活用します。 

     

 地域活性化や施設の活性化を目的とした地域との連携において、このような交通手段の確保は

大変重要です。 

 おんりーゆーのマイクロバスの活用計画のような、私たち足柄グリーンサービスとの連携の他、南

足柄市の商工会やその他の地域民間企業との協力・連携も求められると考えます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

５ 地域と連携した魅力ある施設づくり 

（1）地域人材の活用、地域との協力体制の構築、ボランティア団体等の育成・連携の取組み 

④ボランティア団体の育成・連携に向けた取り組み                      

［関東学院大学のボランティア団体育成・連携に向けた取り組み］ 

■東日本大震災復興支援ボランティア・プロジェクト 

本学では校訓「人になれ 奉仕せよ」のもと、教育活動の一環として学生一人ひとりが直接、自分

の目や肌で現在の状況を感じとり、被災地の人々と、より深く触れ合う機会を持つことで大災害の

教訓を学ぶとともに、風化させないようにするため、2011 年から毎年夏に宮城県南三陸町で支援活

動を実施しています。2015 年 3 月には地域連携の一貫として逗子市と南三陸町をつなぐイベントを

実施しました。 

■環境サークル HEP 

 金沢八景駅からキャンパスまでの通学路のゴミ拾い活動を行うほか、関東学院六浦こども園園児と

の公園清掃や地域の環境イベントへの参加など、学部や大学の枠を越えた活動を行っています。 

■社会学部・文学部／地域連携・ボランティアセンター 

 学部の下部組織として、地域の方々と連携したボランティア活動を展開するプログラムを実施して

います。在学生は地域ボランティア貢献学生会を組織し、地域連携・ボランティアセンターと協働

し、自主的な地域福祉ボランティア活動を行っています。社会福祉協議会、町内自治会、地域包括

センター、社会福祉施設、地域の小中学校を結び、それぞれのニーズに即したボランティア活動を

企画・実施しています。 

■教育ボランティアサークル HAPPYSMILE 

 小学校の教員を志望している学生が中心のサークルで小学生を対象に「こどもと学ぶ」「こどもと遊

ぶ」活動・企画を行っています。2014 年 11 月、株式会社 NEC ネッツエスアイと共同で東京都の「海

の森あおぞらフェスタ 2014」にて、こどもたちが遊びを通じて海の森を楽しんでもらうイベントを

企画・運営しました。また 2015 年 1 月には横浜市金沢区が主催する「環境都市かなざわフォーラム」

では横浜市立大学環境ボランティアサークルとの協働により、「環境こども工作教室」を実施してい

ます。 

 

多くの学生を擁する関東学院大学は、全国的なレベルでボランティア活動を支援し、実践してきま

した。このような様々な視点でのボランティアの実践や経験、その育成手法などを、県西地区、南

足柄市においても有効に活用する事を目指します。 

足柄グリーンサービスの地域ネットワークと、関東学院大学の学術的なノウハウや手法を組み合わ

せて、地域ボランティアの育成と連携を計画します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

５ 地域と連携した魅力ある施設づくり 

（2）地元企業等への業務委託による迅速かつきめ細かいサービスに向けた取組内容 

①地元企業への優先委託の考え方                             

■足柄グリーンサービスの立地と委託の全体的な考え方 

 足柄グリーンサービスは、足柄ふれあいの村からわずか３ｋｍの南足柄市内にあります。 

 そのため、足柄ふれあいの村の指定管理にあたっては、指定管理施設のスタッフをサポートできる

ように足柄グリーンサービス本社の体制も整っており、足柄ふれあいの村の迅速かつきめ細かいサ

ービスをすることを目指します。 

同時に、暴風雨災害時の風倒木の処理、雪害時の除雪など、非常時・緊急時には足柄グリーンサー

ビス本社のファシリティー事業部が直ちに支援します。 

一方、指定管理業務での委託業者においては、足柄グリーンサービスが日常的に地元南足柄市で協

力し合い、お互いに信頼関係を築いている業者を選定し、共に迅速かつきめ細かいサービスに努め

ます。 

私たちは、環境マネジメント国際規格ＩＳＯ14001 や、大震災時に事業を安全に継続できるような

事業継続計画（ＢＣＰ）などを本社で実施していますが、委託業者においても環境や安全など、利

用者利益・利用者サービスにつながることの意識が高く、実践している企業を選定します。 

 

■地元企業の優先について 

日常的な様々な対応、スピードを要求される対応の他、非常災害時、大災害時にも組織を上げてサ

ポートし事業継続することに優位性のある地元企業を優先して選定します。 

前述したように、足柄グリーンサービスは、地元南足柄市で 50 年以上、地域との協力関係を築き

ながら事業を推進してきました。 

地元企業との信頼関係を継続しつつ、地元企業を優先することで、地域ネットワークの形成や、地

域産業の活性化を促進することに貢献します。 

 

②地元中小企業との連携について                             

 Ⅰ－１の項でも記述したように、私たち足柄グリーンサービスは、地域の中小企業と連携して県西

地域の活性化を促進したいと考えています。 

私たち足柄グリーンサービスは、50 年の長きにわたり南足柄市の中小企業として地域とともに歩ん

できました。県西地域、神奈川県、そしてわが国の経済・産業を支える中小企業の一員として私た

ちはこれからも県西地域を中心に事業展開していきます。 

足柄ふれあいの村の指定管理業務は、南足柄市を含む、県西地域の経済・産業の活性化の役割をも

担う事業であると考えており、委託企業の選定においては、県内の中小企業の重要な受注機会の確

保と考え優先的に選定します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

５ 地域と連携した魅力ある施設づくり 

（2）地元企業等への業務委託による迅速かつきめ細かいサービスに向けた取組内容 

③迅速かつきめ細かいサービスについて                           

■足柄ふれあいの村の運営の一部として目的を共有できる委託を実施します 

委託業者には、足柄ふれあいの村の運営を担うものとして、その目的を共有します。 

そのためには、契約時の段階から適正・公正な契約を結び、日常的にそれぞれの業務における業務

改善が行えるような管理形態を確立します。 

○業務内容が明確に反映された（個人情報保護を含む）適正・校正な契約を交わします       

○仕様書に基づき、委託業務の管理マニュアルを作成し、委託業者の管理をします         

○管理チェック表、及び委託業者から提出された報告書を評価分析します 

○委託業者は改善指示により業務改善を行い委託業務にフィードバックします 

 

■地元委託業者などとの連携により足柄ふれあいの村のサービス向上を促進します 

 委託業務の中でも、特に、日常的になくては困る、水、電気、衛生設備、風呂（ボイラー）などの

保守・点検・修理業務は、故障時など迅速に対応しなければなりません。 

 私たちは、そのような種類の委託は、良好な協力関係にある地元業者を選定します。 

 このように、私たち足柄グリーンサービスと地元委託業者がチームを組んで、迅速かつきめ細かい

サービスを行います。 

 

 足柄グリーンサービスと地元委託業者の協力関係 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅱ 管理経費の節減 

１ 適切な積算について 

（1）人件費、施設の維持管理費及び事業実施に要する費用の妥当性について 

①積算の考え方について                                  

■マクロな視点での考え方（利用料金の活用の好循環の実現） 

 足柄ふれあいの村の利用料金の上限や、免除に関する規則が変わることに伴い、運営での収支に関

する利用料金の影響が大きくなります。 

利用料金を増大させることは、 

ア．指定管理料を節減することができる 

イ．増大した収入をサービスの向上に関わる費用の支出（または投資）に充てることができる 

という好影響があります。 

 

サービスの向上は、いずれ利用者の増大（利用料金の増大）につながります。 

 

つまり、サービスの向上⇒利用料金収入の増大⇒サービスの向上に資する費用増大、という好循環

が実現できます。 

私たちは、このような利用料金を活用したサービス向上の好循環を目指した積算（収支計画）を行

います。 

利用料金の活用の好循環サイクルイメージ図 

 

   

事業収入の
増大

施設・運営の
充実・拡充

利用者の
増加

利用者サービス
の向上

足柄ふれあいの村

指定管理者利用料金制
による好循環

事業による収益を
施設・人材に投資

運営の充実が利用者サービスにつながる

足柄ふれあいの村の目的
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅱ 管理経費の節減 

１ 適切な積算について 

（1）人件費、施設の維持管理費及び事業実施に要する費用の妥当性について 

②公の施設としての社会的責任の視点                            

指定管理業務にあたっては、「地域活性化」「人材育成」「地球環境保全」「公平・平等の利用者サー

ビス」などの視点を持つことが重要と考え、社会的責任を積算の考えにも導入します。 

■地域貢献に関する積算の考え方 

代表企業の足柄グリーンサービスはこの地域の企業・人材の状況や、人々の生活・働き方（家族構

成、兼業農家など）に照らし合わせた、業務委託や人材採用を行ってきました。 

公共性としての指定管理事業の他に、地域雇用拡大の考え方、地域中小企業活性化の考え方などを

予算計画（積算）に的確に反映し作成します。 

■省エネルギー（環境保全の考え方） 

 地球環境保全・省エネルギーへの社会的な義務をふまえ、職員への省エネ対策の指導や、人感セン

サーの採用などにより、光熱費の節減を図ります。 

［水銀灯からＬＥＤ照明器具への変更による電気料の削減］ 

 足柄ふれあいの村では、大きな空間（食堂、プレイルーム、屋外）の照明器具は、多くが水銀灯で

すが、2つの理由により（環境保全の理由）ＬＥＤ照明への交換を順次実施することとします。 

a.人の健康及び環境への配慮から水銀を含んだ機器の製造・輸出入を禁止することとなりました。 

 2013 年 10 月に採択された「水銀に関する水俣条約」では、水銀を含む製品の製造や輸出入を 2020

年までに原則禁止する。日本政府も条約批准を予定しており、水銀による環境の汚染の防止に関す

る法案を 2015 年 3 月 10 日に閣議決定した。 

b.消費電力で、水銀灯の 1/4～1/5、寿命で 4倍とされるＬＥＤが省エネルギー性に勝ります。 

 省エネルギーのために屋内水銀灯、屋外水銀灯をＬＥＤ照明に更新します。 

■ユニバーサルを実現する送迎に関する費用 

 障がい者送迎や主催事業時の送迎に、温泉施設「おんりーゆー」が行っ

ている小田急線開成駅、大雄山線大雄山駅の送迎マイクロバスを流用し

ます。費用については、燃料費のみの計上とします。 

■専門家、ボランティアなど、幅広い人材の関わる機会の提供 

 足柄ふれあいの村の職員体制では、複数の業務に携われることをベース

としていますが、同時に、専門家、ボランティアなどの登用については、幅広い人材に関わっても

らいます。 

 人件費としては計上していませんが、運営費の中の報償費としてその予算を計上します。 

■修繕費の適正な支出の考え方 

指定管理料の縮減は、全項目において検討しますが、25 年を経過し、経年劣化が進行する施設の状

況を鑑み、修繕費については、初年度、老朽化している看板等の大幅なリニューアルを図ります。 

その上で、修繕費を年々増額し（500,000 円ずつ）、老朽化による修繕箇所の拡大などに対応し、施

設の維持保全に努めます。増額分は、他項目の節減や利用料金の増大によりカバーします。なお、

大幅な修繕の執行が無い場合は、プログラム用品等購入への流用を図り利用者サービスの向上に努

めます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅱ 管理経費の節減 

１ 適切な積算について 

（1）人件費、施設の維持管理費及び事業実施に要する費用の妥当性について 

③人件費積算の考え方                                  

■人件費の積算についての考え方                              

足柄グリーンサービスは足柄ふれあいの村からわずか 3km に本社があります。 

本社は、清掃業務や建物維持管理業務、緑地管理業務など、主要業務の拠点となっており、緊急時

や、非常時などに足柄ふれあいの村に対する様々な支援をすることが可能です。 

年間を通した足柄ふれあいの村の運営管理業務にあたっては、非常時・緊急時に本社各事業部の支

援を受けることが可能です。 

 

［人件費の無駄を省く考え方］ 

上記の状況をふまえ、必要最小限の人員配置をベースとして、余分な待機人員の配置を極力少なく

します。 

閑散期（12～3 月）の常勤者を必要最小限の人員とし、繁忙時のピーク人員が必要な時は、非常勤

者などを充当するなどの年間を通じた人員配置計画を立て、あくまでもサービスの質は下げずに、

効率的な運営をします。 

 

また、「清掃業務」や「夜間警備業務」は、足柄グリーンサービスが日常業務の一つとしている業

種であり、足柄ふれあいの村の管理運営スタッフ（短時間雇用者に含む形で計上しています）とし

て運営体制に組み入れます。 

 

このような検討を経て、下記のように適正な職員構成とし、人件費を積算しました。 

 ○所長             １名    ○副所長            ２名 

 ○常勤職員（所長、副所長以外） ６名    ○非常勤職員          ５名 

 ○短時間雇用者                 12 名 

 

■適正な賃金の算出について 

 足柄ふれあいの村の職員は、多くの子どもたちや県民を受入れるという重要な業務を担ってお

り、相応に経験や資格を有する者を選任します。 

 そのような経験に見合った水準や、この地域の就労者の賃金ベースなども考慮し、適切な人件

費（給与、法定福利費、各種手当）を算出しました。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅱ 管理経費の節減 

１ 適切な積算について 

（1）人件費、施設の維持管理費及び事業実施に要する費用の妥当性について 

 上記までのような積算項目の検討・算出に基づき、管理経費を下記のように策定しました。 

 

■収支計画 

　１　収入

28年度 内訳 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

105,260 104,920 104,670 104,420 103,900

23,400 24,300 25,110 25,920 27,000

128,660 129,220 129,780 130,340 130,900

　２　支出

28年度 内訳 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

71,020 内訳書「人件費」 71,020 71,020 71,020 71,020

旅費 800
職員出張旅費、講師、ボラ
ンティア等旅費

800 800 800 800

消耗品費 4,500
事務用品、清掃・トイレ用
品、プログラム機材、小物

4,500 4,500 4,500 4,500

印刷製本費 880
チラシ、パンフレット、プ
ログラム・しおり等印刷代

880 880 880 880

通信運搬費 1,100
電話、郵便、
機器・資材運搬費

1,100 1,100 1,100 1,100

保険料 950
指定管理者賠償責任、情報
漏えい賠償、生産物賠償

950 950 950 950

賃借料 4,270
事務機器リース料、備品
リース料等

4,270 4,270 4,270 4,270

備品購入費 1,500
プログラム備品、
事務所備品

1,500 1,500 1,500 1,500

電気料 5,500 施設使用の電気料金 5,500 5,500 5,500 5,500

ガス代 690 施設使用のガス料金 690 690 690 690

水道料 2,500 施設使用の水道料金 2,500 2,500 2,500 2,500

燃料費 4,440
ボイラー燃料、暖房用灯
油、　　　ガソリン代

4,440 4,440 4,440 4,440

業務委託料　※４ 3,700 様式４ 3,700 3,700 3,700 3,700

報償費 5,000
講師、看護師、臨床心理士
等謝礼

5,000 5,000 5,000 5,000

修繕費　※２ 6,500 老朽、破損設備等の小修繕 7,000 7,500 8,000 8,500
500,000円/年
増加

機器リース料 1,540
ＬＥＤ照明器具の5年間リー
ス料（機器、工事）

1,540 1,540 1,540 1,540
以降、リース
料は０円

13,770 13,830 13,890 13,950 14,010

128,660 129,220 129,780 130,340 130,900

（※１）人件費については、次ページの(様式３-２）内訳書「人件費」を作成してください。

（※４）委託を予定している業務については、様式４「委託予定業務一覧表」にも記載してください。

（※２）募集要項16ページのリスク分担表に記載のとおり、原則として100万円未満の修繕は、指定管理者が負担することと
　　　　していますので、ご留意ください。

支出計　※３

区分

管理運営費

事務費

人件費（給与、各種手当、法定福
利費、日々雇用賃金等）※１

（※３）足柄ふれあいの村については、（様式３－２）内訳書「不登校対策自然体験活動事業費」を作成してください。

一般管理費

（※５）欄が不足する場合は、別紙を追加してください。

（単位：千円）

（単位：千円）

区分

指定管理料

利用料金収入

収入計
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅱ 管理経費の節減 

１ 適切な積算について 

（1）人件費、施設の維持管理費及び事業実施に要する費用の妥当性について 

■人件費の内訳書 

   

（１）職員数内訳（所長1名　、副所長２名　、常勤職員６名　、非常勤職員等５名、アルバイト・短時間雇用者12名）

（２）給与 計 58,000千円

　　ア　所長 小計

　　　　給与 単価（月額）３６０×１人×１２か月＝４，３２０千円

　　　　ボーナス等 年額　７２０千円

　　イ　副所長 小計

　　　　給与 単価（月額）３００×２人×１２か月＝７，２００千円

　　　　ボーナス等 年額１，２００千円

　　ウ　常勤職員 小計

　　　　給与 単価（月額）２６０×６人×１２か月＝１８，７２０千円

　　　　ボーナス等 年額　３，１２０千円

　　エ　非常勤職員等　　 小計

　　　　給与 単価（月額）１６０×５人×１２か月＝９，６００千円

　　　　ボーナス等 年額　１，６００千円

　　オ　アルバイト・短時間雇用者　　 小計

　　　　給与 単価８０×１２人×１２か月＝１１，５２０千円

（３）法定福利費 計 8,580千円

　　ア　所長 804千円

　　イ　副所長 1,344千円

　　ウ　常勤職員 3,492千円

　　エ　非常勤職員等 1,790千円

　　オ　アルバイト・短時間雇用者　　 1,150千円

（４）各種手当等 計 4,440千円

　　ア　所長 360千円

　　イ　副所長 720千円

　　ウ　常勤職員 2,160千円

　　エ　非常勤職員等 1,200千円

（５）その他 計　　　　　　　　千円

11,520千円

5,040千円

8,400千円

21,840千円

11,200千円
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅱ 管理経費の節減 

１ 適切な積算について 

（1）人件費、施設の維持管理費及び事業実施に要する費用の妥当性について 

■不登校対策自然体験活動事業費の内訳書 

（単位：千円）

28年度 積算内訳 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

給料 9,520
常勤2名　　7,280
非常勤1名　2,240

9,520 9,520 9,520 9,520

法定福利費 1,522
常勤2名　　1,164
非常勤1名　358

1,522 1,522 1,522 1,522

各種手当 960
常勤2名　　720
非常勤1名　240

960 960 960 960

その他 1,848
短時間雇用者2名　給料
1,680　法定福利費168

1,848 1,848 1,848 1,848

旅費 400 講師、ボランティア旅費 400 400 400 400

消耗品費 1,600 プログラム機材、小物等 1,600 1,600 1,600 1,600

印刷製本費 300
募集用チラシ、プログラ
ム・しおり等印刷代

300 300 300 300

通信運搬費 200
電話、郵便、
機器・資材運搬費

200 200 200 200

保険料 50
賠償責任保険、
ボランティア保険

50 50 50 50

賃借料 300 備品リース等 300 300 300 300

報償費 4,500
講師、看護師, 臨床心理士
謝礼

4,500 4,500 4,500 4,500

21,200 21,200 21,200 21,200 21,200支出計

区分

人件費

事業費
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅱ 管理経費の節減 

２ 節減努力等 

（1）指定管理料の節減について 

①利用料金の増大による指定管理料金の節減                        

前項のように、私たちは、足柄ふれあいの村のサービス向上を推進し、利用料金の増大を図ります。 

利用料金の増大は、指定管理事業費の収入増となります。 

指定管理事業費は県から指定管理者に委託される指定管理料と利用料金の合計となるため、私たち

は、利用料金の増大を図ることで、指定管理料を節減する提案をします。 

■利用料金の増大計画 

 利用料金は、5年間の指定管理期間のなかで利用人数の増大とともに漸増していきます。  

 

利用人数の推移（計画） 

28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 

88,000 人 90,000 人 93,000 人 96,000 人 100,000 人 

利用料金収入の推移（計画） 

28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 

23,400 千円 24,300 千円 25,110 千円 25,920 千円 27,000 千円 

 

②人件費の節減                                      

■効率的な人員配置による人件費の削減                          

繁忙期、閑散期などの効率的な人員配置検討し、ベースの常勤者を必要最小限とし、繁忙時のピー

ク人員を非常勤者・短時間雇用者などで充当します。 

また、現状では委託業務とされている「清掃業務」や「夜間警備業務」は、足柄ふれあいの村の管

理運営スタッフ（短時間雇用者に含む形で計上しています）により行います。 

     

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

16.0 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

繁忙期のピーク人員配置の概念図
業務に必要な人数

常勤職員

非常勤職員
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅱ 管理経費の節減 

２ 節減努力等 

（1）指定管理料の節減について 

③委託費と人件費の考え方による節減                           

■直営での清掃業務による清掃費節減                           

足柄グリーンサービスの主たる業務内容には、清掃業務もその一部にあります。 

清掃業務の中で、金額的割合が多い日常清掃については足柄ふれあいの村の管理運営スタッフ（短

時間雇用者に含む形で計上しています）、により行うことで委託業務にかかる清掃費を節減します。 

専門性の高い、また高所作業などを要する特別清掃については、効率面や効果のある作業をするた

めに、委託とし金額計上します。 

 ⇒直営の人件費の増額と業務委託料の減額を差し引きすると、当社の試算では、約 200 万円の節減と

なります。 

 

■警備・宿日直業務の節減                                

足柄グリーンサービスでは、その日常業務の中で、警備業務も業務の一つとしています。 

その本社での実績とノウハウを活用し、足柄ふれあいの村の職員（非常勤または短時間雇用者）と

して体制の中に組み入れた人材で行います。 

⇒直営の人件費の増額と業務委託料の減額を差し引きすると、当社の試算では、約 160 万円の節減

とします。 

 

清掃費用＋警備費用を委託費から人件費にした際の経費減のイメージ 

   

清掃費用
警備費用

清掃費用
警備費用

その他の
人件費の削減

費用削減

委託費

人件費

清掃費用＋警備費用を、委託費⇒人件費

人件費増 ・ 委託費減 ・ トータル減

 

 

 

 

 

 

111/151



 
団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅱ 管理経費の節減 

２ 節減努力等 

（1）指定管理料の節減について 

④光熱費の節減（ＬＥＤ照明の採用など）                          

■光熱費節減の周知徹底                                 

足柄ふれあいの村は時間帯や季節による利用者数の変動が大きく、全ての職員対し、使用していな

い時の照明のオフを徹底するなど、光熱費削減に関する指導を行うことで、経費を節減します。 

■水銀灯からＬＥＤ照明器具への変更 

前項で述べたように、地球環境保全・省エネルギーのため、大きな空間（食堂、プレイルーム、屋

外）の照明器具を水銀灯からＬＥＤ照明器具に交換することで、光熱費の節減を図ります。 

2020 年までに水銀灯の製造や輸出入が廃止されることからも早期の対応が望まれています。 

［ＬＥＤ導入による、収支の試算］ 

 ［現状の水銀灯］ 

・プレイルーム 400Ｗ×16 灯を 2時間/１日点灯 

 ・食堂 400Ｗ×16 灯を６時間/１日点灯 

 ・屋外 400Ｗ×22 灯、100Ｗ×28 灯を 12 時間/1 日点灯 

 ［全てをＬＥＤ照明器具に変更すると］ 

 ○電力消費量は、約 75,000Kwh から 17,000Kwh と約 1/4 になりますが、電気料金は約 1/2 の年間約

1,300,000 円減となります。（基本料金と電力量料金の合算で算出するため） 

 ○また、水銀灯からＬＥＤ照明器具への変更する工事金額（器具＋工事費）は約 7,700,000 円と算

出され、これを指定管理期間 5年間のリース料として償却すると年間 1,540,000 円となります。 

 ○節減金額（1,300,000 円）－リース料金（1,540,000 円）＝－240,000 円となり、5年償却では、

マイナス収支となりますが、ＬＥＤ照明器具の寿命は約 10 年と算出されるため、残りの 5年間は、

年間 1,300,000 円の節減となります。 

  

50

100

150削
減
額
（万
円
）←

電気料金削減額 ＬＥＤ照明器具リース金額

電気量削減―リース金額分

リース金額分―電気量削減

 

 指定管理期間の 5 年間ではマイナス収支（ＬＥＤリースと電気料金削減の比較）ですが、大幅な省

エネになることやＣＯ2 排出量削減になること、指定管理期間が終了した次の 5 年間で電気料は削

減されリースは完了することなどを考慮し、更新工事を初年度に実施することで積算しました。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅱ 管理経費の節減 

２ 節減努力等 

（1）指定管理料の節減について 

⑤修繕費の考え方について                                 

足柄ふれあいの村は、平成 2年に設置されて以来、25 年が経過しました。 

25 年という年月は、さまざまな施設の経年劣化が現れる頃であり、修繕費の増加が予想されます。 

今後、順次経年劣化による修繕必要箇所が増えるものと思われますが、こまめな小修繕で大規模な

修繕を防ぐような計画的修繕の努力をします。 

修繕費は初年度に利用者サービスの向上を図る観点から、大幅な看板等の整備を行います。年々増

額しますが、大規模な修繕を必要としない場合は、プログラム用品等の利用者サービスへの流用を

行います。予算を増額することと、削減（利用者サービスへの移行）することのメリハリをつけ、

施設活性化と維持保全の両立を図ります。 

 

⑥管理経費の節減を考慮した指定管理料の提案                       

 

主な節減・改善項目 内     容 備  考 

利用料金の増大 サービスの向上により利用料金を年々増加さ

せ、指定管理料の削減を図ります 

年々80 万円程度

増額計画 

人件費の縮減 繁忙期、閑散期の人員配置や、代表会社の支援

体制を活用し人件費を削減します 

約 700万円の縮減 

委託費・人件費の調整 清掃費用、警備費用を委託に頼ることなく、直

営人件費に計上し、節減します 

清掃、警備で 400

万円の節減 

ＬＥＤ照明への変更 屋内、屋外の水銀灯をＬＥＤ照明器具に変更

し、電気料を割節減します（130 万円/年） 

リース代（154 万

円/年）増額 

修繕費の増額 修繕費は、毎年増額し、利用者サービスの向上

を図ります 

年々50 万円ずつ

の増額 

 

以上のような主たる節減・改善項目を収支計画のポイントとしますが、すべて削減というわけでは

なく、ＬＥＤ照明への変更のように、毎年の電気料節減よりもＬＥＤ照明器具の（工事費を含む）

リース代の方が高くなることもあります。 

しかしながら、長期的なサイクルコストや、地球環境保全の観点からも、県立指定管理施設として

実施すべき項目であると確信しています。 

新たな利用者へのサービス向上を中心とした施策や人件費、電気料などの節減施策を講じ、経費積

算内訳に示した支出計の金額を、以下の通り当グループの指定管理料として提案します。 

指定管理料（単位：千円） 

 

5 年間の指定管理費の合計を 523,170 千円とし、予算(585,005 千円)から約 10.6％の節減金額とし

て提案します。 

28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 5 年間合計 

105,260 104,920 104,670 104,420 103,900 523,170 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（1）指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行う為の人員配置等の状況 

①人員配置について                                    

■ハード面とソフト面のバランスの良い人員配置をします 

足柄ふれあいの村の指定管理業務は、利用者の宿泊、食事対応、施設維持修繕、設備管理、緑地管

理、野外活動提案・指導、場内警備など多岐にわたる他、児童、生徒、青少年たちが、自立心や協

調性を身につける活動を支援し、効果的なプログラムを提供することも求められます。 

足柄グリーンサービスが主業務として実施してきたファシリティー事業や、新規事業として力を入

れている野外教育事業という、ハード面とソフト面のノウハウを十分に活かしたバランスの良い執

行体制により、足柄ふれあいの村のより一層の活性化と質の向上を目指します。 

足柄ふれあいの村人員配置表 

職 種 業 務 内 容 資格・能力、経験など

所長 業務全体を統括し、県との連絡・調整の他、
市や団体との連絡調整。
職員の人事管理

甲種防火管理者
教育関連事業経験者
管理職経験者

副所長 所長の補佐。管理・運営部門の責任者。
業務分担の調整。労務管理
委託業者や団体との交渉・調整

管理・運営業務経験者
普通救命講習終了

総務・管理責任者 施設維持管理部門の責任者。安全で適正
な維持管理の業務執行。事務担当の責任
者

安全管理業務経験者
総務関係業務経験者
普通救命講習終了

企画事業責任者 利用者の活動・プログラムに関するサービ

スを向上させる。主催イベント等の企画・実
施。

自然体験活動の企画・立案業務
経験10年以上

パソコン技術上級者

不登校対策責任者 不登校対策事業の全体的な企画立案や、
不登校キャンプの実施、及び、関係者との
協議・調整を行う責任者

学校教育関係の経験者
不登校に関する業務経験者
普通（上級）救命講習終了

総務・管理担当 施設の維持管理部門や、屋外施設維持管
理、植栽管理、安全衛生に関することを担
当する。

建築物環境衛生管理技術者
または、造園施工管理技士
普通救命講習終了

会計・経理担当 総務・管理担当を補佐し、利用料金に関す
る会計業務、施設運営の経理業務他、事
務一般を担当

会計・経理業務経験者
普通救命講習終了

イベント企画担当

未病を治す・担当

年間で計画しているイベントの詳細プログ

ラム計画や新企画、健康改善プログラムな
どを担当。

企画、野外関連事業経験者

普通（上級）救命講習終了
地域共生事業・学問経験者

プログラム担当 学校利用などの行程管理や、学校などの
要望に応じた活動プログラムを提供する担

当。

教育事業プログラム指導経験者
またはキャンプインストラクター

普通（上級）救命講習終了

不登校対策担当 不登校対策事業において、キャンプの計
画・準備・実施を担当。連絡調整も担当

教育関係（不登校）業務経験者
野外活動業務経験者

職 種 業 務 内 容 資格・能力、経験など

所長 業務全体を統括し、県との連絡・調整の他、
市や団体との連絡調整。
職員の人事管理

甲種防火管理者
教育関連事業経験者
管理職経験者

副所長 所長の補佐。管理・運営部門の責任者。
業務分担の調整。労務管理
委託業者や団体との交渉・調整

管理・運営業務経験者
普通救命講習終了

総務・管理責任者 施設維持管理部門の責任者。安全で適正
な維持管理の業務執行。事務担当の責任
者

安全管理業務経験者
総務関係業務経験者
普通救命講習終了

企画事業責任者 利用者の活動・プログラムに関するサービ

スを向上させる。主催イベント等の企画・実
施。

自然体験活動の企画・立案業務
経験10年以上

パソコン技術上級者

不登校対策責任者 不登校対策事業の全体的な企画立案や、
不登校キャンプの実施、及び、関係者との
協議・調整を行う責任者

学校教育関係の経験者
不登校に関する業務経験者
普通（上級）救命講習終了

総務・管理担当 施設の維持管理部門や、屋外施設維持管
理、植栽管理、安全衛生に関することを担
当する。

建築物環境衛生管理技術者
または、造園施工管理技士
普通救命講習終了

会計・経理担当 総務・管理担当を補佐し、利用料金に関す
る会計業務、施設運営の経理業務他、事
務一般を担当

会計・経理業務経験者
普通救命講習終了

イベント企画担当

未病を治す・担当

年間で計画しているイベントの詳細プログ

ラム計画や新企画、健康改善プログラムな
どを担当。

企画、野外関連事業経験者

普通（上級）救命講習終了
地域共生事業・学問経験者

プログラム担当 学校利用などの行程管理や、学校などの
要望に応じた活動プログラムを提供する担

当。

教育事業プログラム指導経験者
またはキャンプインストラクター

普通（上級）救命講習終了

不登校対策担当 不登校対策事業において、キャンプの計
画・準備・実施を担当。連絡調整も担当

教育関係（不登校）業務経験者
野外活動業務経験者
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（1）指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行う為の人員配置等の状況 

②管理体制の組織図                                   

■スピード感と質の高いサポート体制を組織します 

足柄グリーンサービス本社の日常・緊急時における援助、関東学院大学の学術的な専門知識の活用

などのサポート体制を背景とし、独立した運営・経営をできる組織を構成します。 

 きちんとした合理的な人員体制と、いざというときの本社によるサポート体制を付加して、スピー

ド感と質の高いサポート体制を持つ維持管理運営を実施します。 

 

足柄ふれあいの村 維持管理運営組織図 

所長（統括責任者）

副所長

（管理責任者）

アルバイト・短期雇用者（12名）

神奈川県

南足柄市、他市町村

地元自治会、団体

業務改善・サービス向上委員会

委託業者

県内、各種団体

足柄グリーンサービス
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務
・管
理
責
任
者

不
登
校
対
策
責
任
者

イ
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ト
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画
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当

会
計
・経
理
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当
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ム
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当

未
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を
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す
・
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画
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当
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校
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策
担
当

総
務
・管
理
担
当

専門家や有資格者に
よる各種サポート
専門家や有資格者に
よる各種サポート

関東学院

関東学院大学社会連携センター足柄グリーンサービス指定管理事業部

不
登
校
対
策
担
当

は常勤者

食
堂
担
当
責
任
者

食
堂
委
託
業
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

副所長

（運営責任者）

企
画
事
業
責
任
者

 

 

115/151



 
団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（1）指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行う為の人員配置等の状況 

■職員の勤務体制について 

足柄ふれあいの村の職員の配置体制は、常勤 9名、非常勤 5名、その他、短時間雇用者やアルバイ 

トが延べ 12 名程度にて構成します（随時、短時間雇用者を配置します）。 

 勤務ローテンションの策定は、利用者の混雑予測や、イベントなどの有無により、効果的で適正な 

人数となるようにします。 

 各責任者、各担当は、お互いの業務をサポートし、補完します。 

足柄ふれあいの村職員勤務表（案） 

職員勤務表(基本形)
● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ○

所
長

副
所
長
１

副
所
長
２

総
務
・
管
理
責
任
者

総
務
・
管
理
担
当
Ｂ

会
計
・
経
理
担
当

企
画
事
業
責
任
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

未
病
を
治
す
・
企
画

担
当

イ
ベ
ン
ト
企
画
担
当

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

不
登
校
対
策
責
任
者

不
登
校
対
策
担
当

不
登
校
対
策
担
当

1(月) Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

2(火) Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

3(水) Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ

4(木) Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

5(金) Ａ Ａ C Ｂ Ａ C Ｂ Ａ Ａ Ａ

6(土) Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ

7(日) Ａ Ａ Ｂ C Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

8(月) Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

9(火) Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

10(水) Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

11(木) Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ C C Ａ Ａ Ｂ

12(金) Ａ Ｂ C Ａ C Ａ Ａ Ｂ

13(土) Ａ Ｂ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

14(日) Ｂ Ａ Ａ C Ａ Ｃ Ｂ Ａ Ａ

15(月) Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

16(火) Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ｂ Ａ

17(水) Ａ Ｂ Ａ Ａ C Ａ Ａ Ｂ Ａ

18(木) Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

19(金) Ａ Ａ Ａ C Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

20(土) Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

21(日) Ａ Ｂ Ａ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ａ

22(月) Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

23(火) Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

24(水) Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ

25(木) Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ C Ａ Ａ Ａ Ａ

26(金) Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ａ

27(土) Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

28(日) Ａ Ｂ Ａ C Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

29(月) Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

30(火) Ａ Ａ Ｂ C Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

A:8:30～17:15 B:12:15～21:00 C:半日 ●:常勤職員 ○:非常勤職員
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（1）指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行う為の人員配置等の状況 

■企業としての責任を持つバックアップ体制 

グループ代表企業の足柄グリーンサービスは、受託している指定管理施設をバックアップし、独立

性のある指定管理施設を手厚くサポートする企業としての責任体制を築いています。 

 環境サービス事業部、野外教育事業部、そのどちらの要素も含んだ指定管理事業部などソフト面、

ハード面に、多様な事業部がそれぞれの特徴を活かし、補完し合って業務の質高めています。 

 足柄ふれあいの村が位置することになる指定管理事業部は、他に 4 つの指定管理施設という小所帯

ですが、すべて南足柄市内に所在し、1 月に 1 回の所長会議で、相互サポートや情報交換により、

お互いの施設管理や安全管理の質を向上させています。 

 

足柄グリーンサービス管理組織体制図 

経理G

総務・人事G

環境/安全G

ビルメンテナンスG

グリーン環境G

21世紀の森

丸太の森

運動公園

パークゴルフ場

足柄ふれあいの村

総務・人事
環境・安全部

財務・経理部

指定管理事業部

温泉事業本部

代表取締役
社長

経営会議

顧客満足度向上
推進室

コンプライアンス
委員会

環境委員会

安全衛生委員会

取締役会

環境サービス
事業部

経営企画室

野外教育事業部

指
定
管
理
所
長
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議

安全衛生委員会
をはじめ各種委
員会が部署現場
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①
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施設の責任者に
よる相互サポー
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③
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定
管
理
所
長
出
席

に
よ
る
相
互
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ッ
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互
サ
ポ
ー
ト
、

情
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交
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（1）指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行う為の人員配置等の状況 

■様々な分野での有資格者が足柄ふれあいの村の業務をサポートします 

［足柄グリーンサービスの有資格者］ 

私たちの会社には、足柄ふれあいの村に関係する、または、足柄ふれあいの村の業務を指導したり

サポートすることができるような、次のような有資格者がいます。               

○一級造園施工管理技士   ○二級造園施工管理技士    ○二級造園技能士  

○建築物環境衛生管理技術者 ○ビルクリーニング技能士 ○第一種衛生管理者  

○食品衛生責任者            ○甲種防火管理者         ○警備員指導教育責任者  

○森林整備基本研修          ○(社)日本産業カウンセラー協会産業カウンセラー 

○農村環境部門技術士 

などの資格者が各部署に従事しています。 

 

■職員が働きやすい就業条件や内容を定めます 

 足柄ふれあいの村の就業条件は、足柄グリーンサービスの就業条件に基づき、働きやすく、適正な

就業ができるように定めます。 

 

項目 業 務 内 容

●雇用区分 常勤職員

１．就業時間 Ａ 8：30～17：15 Ｂ 12：15～21：00 （週40時間）

２．休憩時間 12:00～12:45（45分）

３．所定時間外 所定時間外労働をすることがある

４．労働など 休日労働をすることがある

５．休日 足柄ふれあいの村条例に定める休所日他

６．休暇 年次有給休暇あり（足柄グリーンサービス就業規則に準ずる）

●雇用区分 非常勤職員及び短時間雇用者

１．就業時間 1日4時間もしくは週3日（フルタイム）までとする

２．休憩時間 業務に支障がないように対応

３．所定外時間 所定時間外労働をすることがある

４．労働など 休日労働をすることがある

５．休日 足柄ふれあいの村条例に定める休所日他

６．休暇 年次有給休暇あり（足柄グリーンサービス就業規則に準ずる）

項目 業 務 内 容

●雇用区分 常勤職員

１．就業時間 Ａ 8：30～17：15 Ｂ 12：15～21：00 （週40時間）

２．休憩時間 12:00～12:45（45分）

３．所定時間外 所定時間外労働をすることがある

４．労働など 休日労働をすることがある

５．休日 足柄ふれあいの村条例に定める休所日他

６．休暇 年次有給休暇あり（足柄グリーンサービス就業規則に準ずる）

●雇用区分 非常勤職員及び短時間雇用者

１．就業時間 1日4時間もしくは週3日（フルタイム）までとする

２．休憩時間 業務に支障がないように対応

３．所定外時間 所定時間外労働をすることがある

４．労働など 休日労働をすることがある

５．休日 足柄ふれあいの村条例に定める休所日他

６．休暇 年次有給休暇あり（足柄グリーンサービス就業規則に準ずる）  
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（1）指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行う為の人員配置等の状況 

③指導的立場の職員と責任者の配置について                        

■所長（総括責任者）を中心に、2 名の副所長を配置し支えます 

施設の目的を理解し、自然豊かな宿泊施設を維持管理し、質の高いふれあい教育を実現するため、

豊かな経験を有した責任者を配置します。 

教育、施設管理、宿泊運営と複合的な要素の業務により運営することが必要であるため、所長１名、

副所長 2名の責任者の体制を築きます。 

○所長：教育に携わる経験を有し、幅広い見識を持ち、県教育委員会と方向性を共有できる人材 

○副所長：所長をサポートするため、自然体験活動の経験を有し、ふれあい教育の理解ある人材 

      施設の運営管理にあたって、接客運営経験やマネジメント能力を備えた人材 

■施設運営、体験プログラム企画・実施、不登校対策の 3 本の柱に責任者を配置します 

所長、副所長全体的な責任者のもと、「施設管理・運営」「体験プログラム企画・実施」「不登校対策」

の 3本の柱を管理統括するためにそれぞれの責任者を配置します。 

○施設運営：多くの利用者を受け入れる施設を、管理運営するためのマネジメントができる人材 

○体験プログラム企画・実施：自然体験活動の専門知識や経験を有し、企画や実施ができる人材 

○不登校対策：不登校児童生徒への対応等の専門知識と自然体験活動の業務経験を有し、幅広いネ

ットワークを活用できる人材 

 

④自然体験活動事業実施の人員配置                            

■野外教育事業のスタッフが自然体験活動の企画・実施を担当します 

足柄グリーンサービスの野外教育事業部は、年間を通じて小学校・中学校・高校の良いクラスづく

りのための自然体験活動プログラムを企画し実施しています。 

神奈川県内の多くの学校からの要望で、おもにプロジェクトアドベンチャープログラムを実施して

いますが、活動フィールドを「県立２１世紀の森」「足柄森林公園丸太の森」「金時山・明神ヶ岳」

など南足柄市周辺でも、学校の目的に応じたプログラムを作成し、実施しています。 

足柄ふれあいの村の企画事業責任者や、自然体験活動プログラム担当者は、野外教育事業部スタッ

フが出向し、熟知した周辺の自然フィールドを活用した自然体験活動の企画・実施を行います。 

 

■関東学院大学が自然体験活動をバックアップ、監修し、実施します 

パートナーである関東学院大学では、幅広い分野の学部があり、高い専門性と豊富な人材により不

登校対策を含めた自然体験活動の実施をバックアップ、監修します。また、足柄ふれあいの村は、

施設管理の分野においても、大学での研究成果を発揮できるフィールドであると考えおります。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（2）業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況 

①業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況                    

足柄ふれあいの村の指定管理業務において、私たちは、下記の業務を委託することを考えています。 

これらの業務は、いずれも専門的な知識や技術を要する業務であり、このような業務を管理・指導

しチェックするためには、指定管理者自身もそれ相応の知識が要求されます。 

私たちは、そのような業務を委託する際には、業務内容について十分に検討したうえで、委託業務

別に業務仕様書を作成し、契約します。 

足柄ふれあいの村委託業務一覧表 

内容 回数 内容 回数 

食堂、売店の運営 毎日 オイルタンク(法定点検) 年 1 回 

リネン等の貸し出し 毎日 オイルタンク(清掃) 年 1 回 

消防設備(法定点検) 年 2 回 給湯用ボイラー機器保守点

検・清掃 

年 1回 

エレベータ保守業務 年 12 回 浴槽配水管清掃及び配水管

高圧洗浄業務 

隔年に１回程

度 

自家用電気工作物保安管理 年 12 回 浴室水質検査 年 2回 

受水槽等(法定清掃) 年 1 回 自動扉(保守点検) 年 4 回 

水道設備(法定検査) 年 1 回 雑排水管・汚水管特別清掃 年 1回程度 

汚水処理施設維持管理 72 回 空調(清掃) 年 1 回 

浄化槽(放流水検査) 年 4 回 衛生害虫駆除業務 年 1回 

浄化槽(法定検査) 年 1 回 小便器殺菌脱臭装置保守点

検、自動洗浄装置点検 

年 1回 

浄化槽(汚泥処理業務) 年 1 回   

 

○食堂、売店の運営 

安全で快適な食を提供できるよう、食堂運営の委託に関しては、①食堂、厨房、就業者などの衛生

管理、②火元、ガスなどの防火管理、③食材、価格などのメニュー管理、④利用者アンケートと、

意見、要望への対応についての管理を重点に報告義務、チェック体制を強化します。 

○建物設備維持管理業務 

それぞれの設備機器についての点検を法令に基づいて義務付け、チェックします。 

ボイラーなど劣化による災害が心配される機器は、運転日誌提出、確認を行います。 

○消防設備（法定点検） 

消防設備は、特に専門性を必要とするものであり、不備による被害は甚大となるため、法定点検を

順守し、委託者には、指定管理者の担当者への報告を義務付けます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（2）業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況 

②業務委託に関する契約から業務実施の流れ                        

■足柄ふれあいの村の運営の一部として目的を共有できる委託を実施します 

○適正・校正な契約                                     

施設の設置目的などを明確に共有し、公正な業者の選定を行い、委託業務内容が確実に反映された

契約書（個人情報保護含）を作成し、取り交わします。 

○仕様書と管理マニュアルの作成  

各業務に関する仕様書を作成し、委託業者に指示・指導します。                 

仕様書に基づき、委託業務の管理マニュアルを作成し、委託業者の管理をします。 

○業務のチェックと評価 

管理チェック表、及び委託業者から提出された報告書により、担当部署の責任者（施設管理に関す

る業務の場合は総務・管理責任者、など）が、評価し、改善内容等について分析します。 

○改善指示 

足柄ふれあいの村の担当部署責任者は、改善すべき点を委託業者に指示し、委託業者は改善対策に

より業務改善を行い委託業務にフィードバックします。 

 

■業務の質を向上させるための業務改善のサイクルを実践します   

④業務の実施～⑤報告～⑥チェック・評価～⑦改善事項の抽出～⑧指示～⑨改善対策～ 

④業務の実施～⑤報告～・・・という「業務改善サイクル」により、日常的に業務改善を行い業務 

の質を向上させる体制で委託業務を実施します。 

                  

①委託内容の決定

②業務委託仕様書

⑥チェック・評価

⑦改善事項の抽出

④業務の実施

⑨改善対策

③契約

⑤報告

⑧指示

足柄ふれあいの村 指定管理委託業務のチェック体制

指定管理者 受託業者

業務改善サイクル
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（3）業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況 

①職員の人材育成                                    

施設の管理運営業務に関わる職員は、施設の設置目的や特徴に基づき、施設管理、利用者への接遇、

安全確保、活動教育に関することなど、幅広い能力が求められます。また、利用者に対し平等・公

平な対応とサービスの提供が重要です。これらを踏まえ、職員全てに関わる基本的な研修、加えて

担当業務に沿った専門知識・技術の習得などにより、職員の資質の向上を図ります。 

併せて、ふれあい活動の拠点として、地域におけるふれあい活動指導者や、青少年のボランティア

を育成します。 

 

■安全・安心な利用者サービスを提供できる人材育成を目指します 

  

ホスピタリティー

意識を共有（均質性）

向上心と相互協力

利用者が楽しく快適に利用
できるサービス精神

スタッフ誰もが、同じ理念
で施設運営を意識共有

自ら向上する気持ちで働き
お互いに協力する思考

安全・安心な利用者サービスを提供できる人材育成
 

 

［ホスピタリティ］ 

何よりも足柄ふれあいの村を訪れる県民、子供たちが楽しく快適に利用することが職員の役割と考

え、利用者の立場に立ったホスピタリティの気持ちで職務を遂行できる人材を育成します。 

［意識を共有できる（均質性）］ 

 足柄ふれあいの村では、利用者にサービスを提供するうえでの意識付けや、その手法についての考

えをスタッフ全員が共有し、ローテーションで誰が担当しても、また、新しいスタッフが入っても

すぐにみんなと同じ意識を共有できる人材を育成します。 

［向上心と相互協力］ 

 多くの利用者に接し、快適に過ごしてもらうために、スタッフは利用者に提供できる知識や 

技術などを常に習得するという向上心を持つことを促進します。また、限られたスタッフが様々な

用途のお客様対応をするために、相互協力できるように人材を育成します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（3）業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況 

■施設の地域性、社会の動向をふまえた、人材育成に取り組みます 

［ふれあい活動の指導者、ボランティアの育成］                       

・指導者・ボランティア育成プログラムを企画し、公募により実施します。 

・施設において実施する体験学習プログラムなどに、ボランティア参加の場面を設け、実地体験によ

るスキルアップを図ります。 

［ＢＣＰ（事業継続計画）に基づく震災対策］                        

・今後、高い確率での発生が予想される神奈川西部地震を想定したＢＣＰを、足柄グリーンサービス

本社が策定しているＢＣＰとの協力により策定します。 

・足柄ふれあいの村ＢＣＰに基づき、利用者の安全を守る方策、スタッフの安全を守る方策、事業を

早期に回復・継続する方策をスタッフ全員研修を実施し、体制を整えます。 

［委託業者への対応］                                   

・委託業者に対し、契約時に文書等により施設の目的、状況などへの理解と従業員への周知をお願い

し、必要に応じて研修への参加を促します。 

 

②職員の採用について                                  

私たちは様々な業務を展開していることから、多様な人材を必要としています。 

 そのため、人材の確保は大変重要な業務として位置付け、①書類審査 ②職場責任者面接 ③役員面

接という採用の流れを、実践しています。 

 また、採用は企業としての利益の追求という面だけでなく、働く場の提供という、社会に対する重

要な責任・貢献という視点でとらえ実施しています。 

 

■施設の目的に合った職員採用を行います。 

［施設管理の質向上の観点から］ 

 ○施設の維持管理業務で優れた能力・経験を持つ者 

 ○運営業務では、体験学習や教育分野での経験を 5 年以上持つ者 

 ○利用者を受け入れるにふさわしい、ホスピタリティを有したもの 

 

［社会貢献・人材重視の観点から］ 

 ○優秀な地域人材を優先して採用する 

 ○働く意欲のある高齢者を積極的に採用する 

 ○現在働いている職員は、希望があれば引き続き採用する 

 私たちは、地元での指定管理業務を管理運営することは、私たちがこれまで社是としてきた、地

域貢献、社会貢献を行政とともに実践することと考えます。 

 足柄ふれあいの村の人材確保も、このような観点で実施します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（3）業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況 

■県内教育関係者や現職員の採用について 

○所長、副所長は、神奈川県内での教育関係者や行政従事者などを含め、広く候補者を募り、神奈川県の

ふれあい事業に対する経験や知見を有した人材を採用します。 

○私たちが指定管理者として選定された際には、足柄ふれあいの村の現職員は、有力な人材と考え、

私たちの理念に賛同してもらえ、意欲のあるものを積極的に採用します。 

○現在、短期雇用やボランティアでサポートしていただいている方も、意向を伺い、意欲のある人材 

に対しては、採用を検討します。 

 

■地域人材の採用について 

○地域で活躍する野外活動団体や自然体験活動団体、ボーイスカウト、ガールスカウトなどの団体か

らの実践経験豊富な人材の採用を検討します。 

○社会貢献活動の一環として、地域採用を推進し、担当スタッフは近隣に在住する者を優先（地域の 

状況を把握しており、早番・遅番など就業形態に対応し易い）します。 

 

■経験、意欲のあるものの採用について 

○各業務の責任者は、野外体験活動事業や野外活動施設などにおける勤務経験（５年程度以上）を有

しており、専門知識や技術を有していることとします。 

○ふれあい教育を実践する施設であることから、意欲的、健康で明朗な人格を有し、誰にでも公平に 

接遇ができる者を採用します。 

 

③職員の研修計画                                    

■人材育成研修の概要 

ア．一般・マナー研修 

足柄ふれあいの村は、子供たちや先生方、また、一般の県民などの利用者が多く、サービス向上の

観点からは、あいさつや身だしなみなどのマナーが重要です。 

電話での申し込み受付業務から、内容打ち合わせ、活動プログラム提供、出迎え、見送りなど、利

用者が気持ちよく活動できるようなスタッフの社会人基礎力、サービス業務能力を身につける一般

研修を実施します。 

 

イ．専門技術研修 

施設の日常管理を行う上で必要な専門技術として、設備管理、植栽管理、清掃業務、野外活動企画・

ホームページ作成などの技術について、専門指導員や外部講師による指導を行います。 

足柄グリーンサービスは、そのような業務のほとんどの分野で事業展開しているので、指導員の多

くは社内で行うことができるため、質の高い専門技術研修を実施します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（3）業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況 

ウ．ステップアップ・フォローアップ研修 

より質の高い、効率的・効果的な維持管理運営を行うためには、施設全体として、また、スタッフ

個々の意識向上やスキルアップが重要であると私たちは考えます。 

そのため、スタッフに向上心を持ってもらい、利用者サービスの質を高めるためのステップアップ・

フォローアップ研修を年 2回程度実施します。 

■研修の具体的内容について 

○一般・マナー研修 

項目 研修項目 研修（目的）内容 回数 

接遇 

・職務研修 指定管理業務について、足柄ふれあいの

村のあり方・施設詳細 
年 1回 

・事務研修 受付、料金徴収、パソコン作業等の事務

に関する研修 
年 1回 

・接客・マナー研修 利用者サービス意識、ホスピタリティ、

一般社会人教養等の研修 
年 1回 

法令教育 

・コンプライアンス 指定管理業務に関わる法令、施設運営に

必要な法令順守の知識研修 
年 1回 

・個人情報管理 個人情報について、漏洩防止をはじめと

した情報管理の研修 
年 1回 

安全管理 

・危機管理研修 事故等の未然防止、事故・事件・災害発

生時の対応 
年 2回 

・エイド研修 緊急時の対応や、初期救急（ＡＥＤ・止

血法など）の研修 年 2回 

環境教育 
・自然環境への配慮 足柄ふれあいの村周辺の自然環境、及

び、自然環境への配慮について 
年 1回 

 

○専門技術研修 

項目 研修項目 研修（目的）内容 回数 

総務・経理 

・事務（上級）研修 足柄ふれあいの村で必要な総務関連業

務、及び、経理・会計関連業務研修 
年 1回 

・ＩＴ研修 ホームページの管理や内容更新、予約シ

ステム関連の研修 年 2回 

企画・立案 
・プログラム研修 自主事業の企画や野外体験・自然環境プ

ログラムなどの企画立案研修 年 2回 

安全衛生 
・食品衛生責任者研修 食品に関する衛生の知識を向上させ、安

全な食堂運営を行うことができる 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（3）業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況 

○ステップアップ・フォローアップ研修 

項目 研修項目 研修（目的）内容 回数 

施設管理 

・各種資格取得 電気主任技術者、危険物取扱者、ボイラ

ー技士などの資格取得支援 
随時 

・ビルメンテナンス研修 足柄グリーンサービスの加盟する「全国

ビルメンテナンス協会」が主催する各種

維持管理研修参加への支援・促進 

随時 

野外教育 

・ＰＡファシリテーター プロジェクトアドベンチャージャパン

が主催するファシリテーター研修 
年 1回 

・野外体験学習研修 野外体験プログラム、環境プログラムな

ど団体、ＮＰＯが主催する研修 
年 1回 

 

■足柄グリーンサービス本社の会議・委員会との連携 

 足柄グリーンサービスでは、社員である指定管理施設の職員も、会社全体で策定されている各種

社内会議に出席し、施設運営や環境マネジメント、安全衛生、法令順守などの課題改善などについ

て議論し、各指定管理施設との連携をとっています。 

足柄ふれあいの村の職員も会社と連携しながら課題解決・改善に取り組みます。 

 

 

`２０１５年度 足柄グリーンサービス各会議 ･ 各委員会出席者一覧表   ◎ 印は、委員長又は責任者 
平成２7 年 4 月 1 日 

各  部  門 
委員会名 

本部 
総務・人事部 
財務/経理 

環境サービス部 
野外教育事業部
指定管理事業部

経営 
企画部 

温泉事業 
本部 

開催日 人数

取締役会 
会長  
◎社長 

取締役 
（事）次長 

常務 
執行役員 

 
 
 

常務 
執行役員 

 
毎月 15 日 

7～9 時 
8 名 

経営会議 
会長  

◎社長 
 常務  常務  

第 1 木曜日 
13 時～15 時 

４名 

業務検討会 
 社長  
  

取締役 
（事）次長 

課長 

常務 執行役員 
担当部長 次長 

課長 課長 

執行役員 
課長 

◎常務 
  

支配人 

主にﾚﾋﾞｭｰ会 
6・9・12 月 部門
別実施日不定期

１４名

取締役 

課長 

<会社> 

常務 執行役員 
担当部長 次長 
 

執行役員 

課長 
常務 支配人 

安全衛生 
委員会 

◎ 社長  

「産業医」 
 

【衛生管理者】 
 
【安全管理者】 

次長 
(事)主任 担当 

<現場> 
課長 課長 
主任 山本主任  

主任 

総括責任者 
総括責任者 
総括責任者 

総括責任者 

  

第 2 水曜日 
12 時 50 分 

～14 時 30 分 

２１名
 

環境委員会 
社長 
◎監査役 
 

取締役 
次長  
(事) 主任 課長 

執行役員 
担当部長 課長 

課長   
第 2 水曜日 
14 時 30 分 
～15 時 30 分 

１1 名

コンプライア
ンス委員会 
（リスク管理 

委員会） 

◎社長  

監査役 

取締役 

(事)次長  
 課長 

常務  執行役員  

担当部長 

担当者 

総括責任者 

常務 

執行役員 
支配人 

第 3 水曜日 
13 時～15 時 00 分

１４名

ISO-14001 
推進委員会 

◎監査役 

 

 (事)主任 担当 

次長  
課長 主任 

課長 

 
  

随時 
第 4 水曜日 
16 時～17 時 

８名 

ISO-14001 
内部監査人 

      
次長 担当 
(事)主任 課長  

◎ 執行役員  
課長 

課長   
第 2 水曜日 

15 時 30 分～17 時
７名 

※ （）はオブザーバー  
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

１ 人的な能力、執行体制について 

（3）業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況 

■関東学院大学本校の会議・委員会との連携 

 グループ団体である関東学院大学は、適切な運営や、教育、社会貢献、地域連携など広範囲にわた

る事業推進を図るために様々な会議・委員会を設置しています。 

そのような会議・委員会との連携を図りながら、足柄ふれあいの村における執行体制の向上や人材

育成の推進などを推進します。 

 

大学評議会 学長 学部長＆評議員 学部長＆評議員 学部長＆評議員 学部長＆評議員 学部長＆評議員 学部長＆評議員 学部長＆評議員 学部長＆評議員 学部長＆評議員 学部長＆評議員

学部長会議 学長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長

自己点検・評価委員会 学長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長

スポーツ振興委員会 学長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長

IR推進会議 学長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長 学部長

広報連絡会 － 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

入試委員会 学長 学部長・次長 学部長・次長 学部長・次長 学部長・次長 学部長・次長 学部長・次長 学部長・次長 学部長・次長 学部長・次長 学部長・次長

入試センター会議 センター長 次長 次長 次長 次長 次長 次長 次長 次長 次長 次長

高等教育研究・開発センター運営委員会 副学長 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任

高等教育研究・開発センター員会議 センター長

社会連携センター運営委員会 副学長

情報科学センター運営委員会 副学長 1 1 1 1 1

国際交流委員会 副学長 1 1 1 1 1 栄養と教育と看護から1名

就職支援委員会 副学長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

教職課程委員会 教務部長 1 1 1 1 1 1 1

社会教育主事課程委員会 教務部長

六浦校舎語学演習室運営委員会 教務部長 2

学生支援室運営委員会 学生部長 1 1 1 1 1

学生生活部委員会 学生部長 1 1 1 1 1

図書館図書委員会 図書館長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

教務主任会議 教務部長 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任 教務主任

ハラスメント防止委員会 委員長 1 1 1 1 1

ハラスメント相談員 － 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

大学出版会運営委員会 会長（学長） 研究所長 研究所長 研究所長

大学出版会編集委員会 委員長
研究所長

＋１
研究所長

＋１
研究所長

＋１

研究倫理委員会 副学長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

人に関する研究倫理審査委員会 委員長 1 1（法務研究科＋法学部） 1

生物研究倫理委員会 委員長 1（法務研究科＋法学部） 1 学長が指名する者 1 1

国際文化 社会名称
主
宰

センター員はセンター長の推薦により学長が委嘱

1 1

経済 法 栄養 教育 人間環境工 看護

センター員はセンター長の推薦により学長が委嘱

建築・環境

社会教育主事課程科目及び関連科目担当の専任教員3名

2

1 1

1 栄養と教育と看護から1名

1 1

1 1

学長が指名する者 学長が指名する者

研究所長
＋１

研究所長
＋１

研究所長
＋１

1 1 1

研究所長 研究所長 研究所長
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